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（机上資料） 

  ○尾﨑委員提出意見 

  ○前回までの配付資料集 



 

 
 

大学設置認可の在り方の見直しに関する検討会 
 

平成２４年１１月２０日 
文部科学大臣決定 

 
１．趣旨 

 大学の設置認可の在り方について見直し、大学教育の質の

向上を図るため、大学設置認可の在り方の見直しに関する検

討会（以下「検討会」という。）を設ける。 
 
２．検討事項 

 検討会は、大学等の設置認可に関し、次の事項について検

討を行う。 
（１）審査基準の在り方 
（２）審査体制の在り方 
（３）審査プロセス、スケジュールの在り方 

 
３．実施方法 

（１）検討会は、別紙に掲げる委員により構成する。 
（２）必要に応じ、別紙の委員に加えて、他の有識者を参画 

させることができる。 
 
４．委嘱期間 

 委員の委嘱期間は、設置の日から検討会としての意見のと

りまとめが終了するときまでとする。 
 
５．その他 

・検討会に関する庶務は、高等教育局高等教育企画課が処理 
する。 

・この決定に定めるもののほか、検討会の運営に関する事項 
は、必要に応じ会議に諮って定める。 
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（別紙）

大学設置認可の在り方の見直しに関する検討会委員

相川 順子 一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会会長、青森県

高等学校ＰＴＡ連合会会長

今村 久美 特定非営利活動法人ＮＰＯカタリバ代表理事

（座長）浦野 光人 株式会社ニチレイ代表取締役会長、公益財団法人産業

教育振興中央会理事長

及川 良一 東京都立三田高等学校長、全国高等学校長協会会長

尾﨑 正直 高知県知事

北山 禎介 株式会社三井住友銀行取締役会長、公益社団法人経済

同友会副代表幹事・教育問題委員会委員長

黒田 壽二 金沢工業大学学園長・総長

佐藤 東洋士 学校法人桜美林学園理事長・総長、大学設置・学校法

人審議会会長

佐野 慶子 公認会計士、日本公認会計士協会常務理事

清家 篤 慶應義塾塾長、全私学連合代表

寺島 実郎 一般財団法人日本総合研究所理事長、多摩大学学長

濱田 純一 東京大学総長、一般社団法人国立大学協会会長

林 文子 横浜市長



 

 

主な論点 
 

 
１．大学の質の向上のためのトータルシステムの必要性 
 
 
 
２．大学等の設置認可に関する論点 
 
（１）審査基準の在り方 
 
 
（２）審査体制の在り方 
 
 
（３）審査プロセス、スケジュールの在り方 
 
 
 
３．設置認可以外の質保証に関する論点 
 
（１）設置後の評価等を通じての質保証 
 
 
（２）早期の経営判断とそれに基づく適切な対応 
 
 
 
４．その他 
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各論点についての第１回検討会における主な意見 
 
 

１．大学の質の向上のためのトータルシステムの必要性 
 
・大学の質を高めることは設置認可を含む全体システムの中で考える必要があ

る。 
・設置認可の後も、毎年のアフターケア（設置計画履行状況等調査）、認証評

価へという流れをきっちり作ることが重要。 
 
 
２．大学等の設置認可に関する論点 
 
（１）審査基準の在り方 
 
  ①基本的な考え方 
   ・大学の設置には厳格な事前審査が必要。 
   ・大学は人を育てるところであり、ある程度、設置段階での入口規制は必要。    
   ・大学が潰れると学生や社会にとって大きなロスが生じる。できるだけそうい

うことが起きないよう、教育内容だけでなく経営的にも担保が必要。 
   ・設置基準は国公私を問わず共通に満たすべき基準であると同時に、私学の建

学の精神が最大限生かされるよう大学の画一化を招かない視点を取り入れ

るべき。 
   ・新しい個性的、チャレンジングな大学も認めていくべき。 

・小さな大学で良い教育をしているところが潰れないように、バランスをとっ

ていくことも考えるべき。 
 
  ②社会的ニーズへの対応の観点 

・自治体や地域社会、企業との連携、貢献についての考え方を設置認可の視点

の一つとしてはどうか。 
・地域の住民、経済界、官公庁との連携で、大学が地域を支え、地域が大学を

支えているところがある。 
・日本の経済・産業・社会構造の変化を踏まえ、大学と社会のリンケージに対

する解析・分析を、文科省で他省庁とも協力して行うべき。 
 

③学生確保、経営の見通しの観点 
・設置者負担主義を守れるよう財政状況のチェックが必要。 

 
④教員、校地等についての観点 
・教員の資格審査は厳格に行うべき。 
 

資 料 ３ 
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 ・学部の校地の基準が緩和されたが、できれば若く活発な学部学生の集う場所

にふさわしいキャンパスが必要。 
 
  ⑤管理運営、情報公開等についての観点 
   ・大学のガバナンス、意思決定の在り方も視点に入れるべきではないか。 

・教育情報、経営情報の公開に対する姿勢を認可の際にも求めるべき。 
 
  ⑥基準の運用等 

・現行の設置基準の運用を厳格化していくことが、すぐにできることではない

か。 
 
（２）審査体制の在り方 

 
・審査に地域社会の状況や大学に対する地域社会の期待をよく知る人材を加え

るべき。 
・大学教育の質を担保するためには、大学教育について深い見識を持っている

専門家が中心に審査をする必要があり、その意味で現在の設置審の在り方は

基本的には理にかなっている。 
 
（３）審査プロセス、スケジュールの在り方 
 
 
３．設置認可以外の質保証に関する論点 
 
（１）設置後の評価等を通じての質保証 

 
・既存の大学の質の向上と定員の弾力化を積極的に考えることが重要。 
・年次計画が完成するまでの間も毎年基準を満たしているかどうかのチェック

を行い、最終的には７年目に認証評価を受けるという流れをきっちり作るこ

とが重要。 
・経営情報のディスクローズが必要。 
・教育、経営についての情報公開が重要。 
・急に閉校等にならないように、認証評価でももう少し厳格なチェックを。 
 

（２）早期の経営判断とそれに基づく適切な対応 
 
   ・既存の大学の閉鎖等の場合に学生の学びの機会を確保する仕組みを社会全体

で構築しておく必要がある。 
・経営が立ち行かなくなり大学が退出する場合、予め明示された基準に基づき

段階的に進めるという、より透明性の高いルールにしていくべき。 
・学生に迷惑がかからない形でソフトランディングできるよう、段階的な統廃

合や退出の制度設計が必要。 



 3

・経営者は最悪の場合を想定して学生の学習機会の確保策などを考えておくべ

き。 
 
４．その他 
 
  〈大学の在り方〉 

・社会の土台は人間であり、日本の将来の発展は現在の教育の質と量にかかっ

ている。 
・少子高齢化で若者の数が減る時代には、一人一人の価値をどれだけ高めて行

くかが日本社会にとって大きな課題。 
・高等教育への公財政支出について国全体の方針の位置付けを。 
・日本の文化的な力、知的な力から考えれば、もっと進学率が高くてもおかし

くない。 
・知識基盤社会に向けた質の高い高等教育人材の需要は今後も高まっていくと

考えられる。 
・Ａ大学である分野、Ｂ大学で別の分野を学ぶというように、大学間で渡れる

ようなシステムづくりが必要。 
・高等教育機関で学びたい人がいつでも学べるチャンスがあるという状況を目

指すべき。 
・淘汰よりも質の向上のための競争に転換すべき。 
・規模の大きな大学がさらに大きくなるという現象が続いている。 
 

  〈社会人の受け入れ〉 
・リーダーだけでなく、ごく普通の市民のレベルが世界の中で日本は一番だと

いうようにしたい。そのためにはリカレント教育を含め高等教育が重要。 
・社会人の入学者の割合が少ないことが日本の大学の問題の一つ。職場や社会

でリカレント教育ができる余裕を作っていくことも課題。 
・例えばＮＰＯ、ＮＧＯのマネジメントなど、社会のニーズに合った教育の機

会を社会人に開放し、社会参画の場として大学を活かしていくことなどが考

えられる。 
・社会人が大学院に通いやすくなるよう会社や社会の理解が進まないと、社会

人の受け入れはなかなか進まない。 
 
  〈初等中等教育との関係〉 

・高等教育の質の向上の前に中等教育が果たすべき役割を果たしているか。大

学入学後に補習教育が必要という状況はどうなのか。 
・高校から大学に進学する子どもも就職する子どもも、確実に学べる場所を確

保してもらいたい。 
・学力については小・中・高等学校での積み上げも必要。 
・大学教育の質の保証のためには、中等教育との接続、高校教育の質の保証が

欠かせない。 
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大学設置認可申請に関する大学設置・学校法人審議会会長等のコメント（要旨） 
 
 
１１月答申の提出に当たって（大学設置・学校法人審議会会長コメント） 

（平成１９年１１月２７日 永田眞三郎審議会会長） 
 
○（申請の取り下げ、保留となった案件について）総じて準備不足の傾向が顕著であり、

設置の趣旨・教育上の目的、教育課程、施設・設備などの面で、大学の設置に関する

基本的理解を欠いているのではないかとの懸念がもたれるような申請内容のものも

見られた。 
 
○「事前規制から事後チェックへの転換」の考え方に基づき、設置審査が行われてきて

いるが、その前提となる大学自身の自覚と責任の徹底という点において、懸念せざる

を得ない案件が少なくないことは、大いに危惧されるところである。大学の設置・運

営に関わる全ての方に対して、あらためて大学を設置する責任の重みを十分に自覚い

ただくよう強くお願いしたい。 
 
○文部科学省に対しては、基準を明確化し適正な審査を行う観点から、例えば、以下の

ような事項についての検討を期待したい。 
  ・大学院大学のハード面など基準の明確化 
  ・多様な形態を踏まえた通信教育設置基準の明確化 等 
 
 
近年の審査を振り返って（大学設置・学校法人審議会学校法人分科会長コメント） 

（平成２０年２月２７日 黒田壽二学校法人分科会長） 
 
○「安定性」は学校経営の最も基本的な命題であり、学校法人制度もそうした前提で設

計されている。にもかかわらず、近年、新設早々に学生確保に苦しむ経営見通しの甘

い大学の例や、校舎の全部借用の結果、借料が経営を大きく圧迫する株式会社立大学

の例が多く見られるようになった。 
 
○認可申請書の不実記載や重大な記載漏れなどの不正申請、理事長によるセク・ハラ事

件、さらに、文部科学大臣勧告を受けた株式会社立大学の例など、一部とはいえ私立

大学に対する社会の信頼を失いかねない事案が続いており、極めて遺憾である。社会

からの信頼性の前提である情報公開も遅れている。 
 
○設置認可に際し、準備不足からか多数の留意事項が付されたり、「数値基準さえクリ

アすれば」といった低い意識の申請者が増加するなど、規制緩和の弊害が目立ち始め

ている。学校法人のガバナンス機能を高める平成１６年の私立学校法改正の趣旨につ

いて改めて徹底する必要がある。 
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１１月答申の提出に当たって［大学設置・学校法人審議会会長コメント］

１ このたび、大学設置・学校法人審議会は、本年５月及び７月に諮問等のあった平成２０

年度開設予定の公私立の大学、大学院などについて答申等を行った。諮問等のなされたも

ののうち、今回認可の答申等に至った案件は９４件であり、それぞれ円滑かつ確実に設置

計画を履行し、特色ある充実した教育研究活動を展開されることを期待したい。

２ 本年度の申請等の大きな特色の一つは、教職大学院関係が２１件あったことである。こ

のうち、今回の答申等で可となったのは１９件、申請が取り下げられたものが２件である。

全体的に、実践的な能力を培うための実習の重要性に関する理解が不十分であると思われ

る案件がかなり見られ、それらについては補正を求めることとなった。教職大学院は教職

課程改善のモデルとして制度化されたことを十分踏まえ、質の高い実践的なリーダー教員

養成を行う体制を整備・充実することを強く求めたい。

３ 教職大学院以外の案件では、大学の新設、学部の設置、短期大学の学科の設置、大学の

通信教育の開設、大学院の研究科の設置、専攻設置・課程変更の各区分で、申請の取り下

げが７件あり、また、いくつかの案件については、当審議会においてさらに吟味を必要と

するという判断から、現在の時点では保留という結果となっている。これらの案件は、総

じて準備不足の傾向が顕著であり、設置の趣旨・教育上の目的、教育課程、施設・設備な

どの面で、大学の設置に関する基本的理解を欠いているのではないかとの懸念がもたれる

ような申請内容のものも見られた。

４ 規制緩和の流れの中、大学新設の抑制方針の撤廃、審査基準の準則化、認可事項の縮減など

「事前規制から事後チェックへの転換」の考え方に基づき、設置審査が行われてきているが、

その前提となる大学自身の自覚と責任の徹底という点において、懸念せざるを得ない案件が

少なくないことは、大いに危惧されるところである。本年１月には文部科学大臣が、株式会

社が設置するある大学に対して学校教育法に基づく勧告を行う事態にも至っている。各申請

者はじめ大学の設置・運営に関わる全ての方に対して、あらためて大学を設置する責任の重

みを十分に自覚いただくよう強くお願いしたい。各申請者においては、当該専門分野の教員

をコアとして構成・計画を練り、十分な準備を経た上で申請するよう重ねてお願いしたい。

また、積極的に教育情報・財務情報を公開し社会に対する説明責任を果たすよう期待したい。

５ 今回の審査に際しても、設置構想が多様化する中、判断に苦慮した局面が少なくなかった。

文部科学省に対しては、基準を明確化し適正な審査を行う観点から、例えば、以下のような

事項についての検討を期待したい。

○学位に付記する専攻名称に関する基準の明確化

○大学院大学のハード面など基準の明確化

○多様な形態を踏まえた通信教育設置基準の見直し

○教職大学院の基準の明確化

○専門職大学院で養成する人材を受け入れる側のニーズ把握の徹底、専任教員の役割・責任

の明確化

平成１９年１１月２７日

大学設置・学校法人審議会会長 永田 眞三郎
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近年の審査を振り返って 
（大学設置・学校法人審議会 学校法人分科会長コメント） 

 
 私立大学審議会を前身とする本分科会は、法令の定めにより私立大学関係者を中心に構

成され、経営面を中心に設置審査に当たっている。言い換えれば、本分科会は、私立大学

関係者の「自主性」「自律性」に厚い信頼を置く私立大学制度の一部を成すものであり、

申請者の「自律性」を期待し、「自主性」を尊重することを審査の基本方針としている。 
  一方、我が国の私立大学は、過去十数年の間、著しい環境の変化に晒されてきた。１８

歳人口が４割減少し、地方を中心に定員割れに苦しむ大学も少なくない。バブル経済の崩

壊は、出口（就職）を意識した教育内容の不断の見直しを不可避とした。さらに、大学設

置基準の大綱化以降の規制緩和の流れは、私立大学の多様化に大きく道を開いた。 
  かかる環境変化に直面し、各大学が、経営の安定性に意を払いつつ、建学の精神の下、

様々な工夫を凝らし改革を進めていることは、高く評価したい。しかし、他方で、私立大

学制度の前提である「自主性」「自律性」を損ないかねない事態が審査の過程等で明らか

になりつつあることを指摘しなければならない。 
  第一に、継続的な運営のための「安定性」の問題である。私立大学は、在学生のみなら

ず、卒業生に対しても母校として存続、発展する責務がある。「安定性」は学校経営の最

も基本的な命題であり、学校法人制度もそうした前提で設計されている。にもかかわらず、

近年、新設早々に学生確保に苦しむ経営見通しの甘い大学の例や、校舎の全部借用の結果、

借料が経営を大きく圧迫する株式会社立大学の例が多く見られるようになった。 
  第二に、社会からの「信頼性」の問題である。教育基本法で規定される通り、学校とは

「公の性質」を有するものであり、その設置者たる学校法人には高い「公共性」が求めら

れる。しかし、昨今、認可申請書の不実記載や重大な記載漏れなどの不正申請、理事長に

よるセク・ハラ事件、さらに文部科学大臣勧告を受けた株式会社立大学の例など、一部と

はいえ私立大学に対する社会の信頼を失いかねない事案が続いており、極めて遺憾である。

社会からの信頼性の前提である情報公開も遅れている。 
  第三に、私立大学の「自主性」「自律性」そのものの問題である。規制緩和の進展は、

申請者側に、より高い「自主性」「自律性」が求められるものであるが、現実には、設置

認可に際し、準備不足からか多数の留意事項が付されたり、「数値基準さえクリアすれば」

といった低い意識の申請者が増加するなど、規制緩和の弊害が目立ち始めている。学校法

人のガバナンス機能を高めるための平成16年の私立学校法改正の趣旨についても、改めて

徹底する必要がある。 

  以上、いずれも最終的には設置者たる学校法人の自己責任に帰すべき問題とは言え、事

態の広がりによっては、学校経営に民間参入を認めた唯一の制度として確立してきた『学

校法人制度』の根幹を揺るがしかねない。この事態の克服のため、何よりも、我が国の私

立大学制度に関する各設置者の強い自覚、自省を切に求めたい。また、各種大学関係団体

にも、会員大学に対する適切な対応を期待したい。 
 本学校法人分科会は、私立大学の水準の向上、健全な発展に責任を負う機関として、事

態の推移を見極めつつ、審査基準、審査方針の見直しと厳正な審査に一層努めてまいりた

い。 
    平成２０年２月２７日 
                               大学設置・学校法人審議会 
                  学校法人分科会長    黒 田  壽 二 

d-nakaji
テキストボックス
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大学の設置認可制度について 

 
 

大学を新設する場合等においては、文部科学大臣の認可が必要（学校教育法第４条第１

項第一号）。また、文部科学大臣が認可を行う場合には、大学設置・学校法人審議会への諮

問が必要（同法第９５条）。 
 
【設置に認可が必要な組織】 

○大学、大学の学部、大学の学部の学科 
○大学院、大学院の研究科、大学院の研究科の専攻 
○短期大学、短期大学の学科 

※大学の学部・学科、大学院の研究科・専攻及び短期大学の学科については、授与する学位の種類と分

野の変更を伴わない場合は認可を要しない（届出で足りる） 
 
【審査の基準】 

教学面及び財政計画・管理運営について、それぞれ以下の基準に基づいて審査 
 
①教学面：文部科学省告示として「大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置等に

係る認可の基準」が定められており、これに基づいて大学設置分科会において審査。 

 

○学校教育法や大学設置基準等の法令に適合すること。 

○既設の大学等の入学定員超過率が一定割合未満であること。 

○医師、歯科医師、獣医師及び船舶職員の養成に係る大学等の設置でないこと。 

○虚偽申請等の不正行為があって一定期間を経過していない場合等でないこと。 

 

大学設置基準等に基づく実際の審査における主な観点は以下の通り。 

 
全体の設置計画についての審査 
〔設置の趣旨・目的〕 

・設置の趣旨・目的が、「学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研

究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させる」という学校教育法上の大学の目的に適合してい

ること。 
〔教育課程〕 

・当該大学等の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を自ら開設し、体系的に教育課程が編

成されていること。 
・学部等の専攻に係る専門の学芸を教授するとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、

豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮されていること。 
・授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して単位数が定め

られていること。 
〔教員組織〕 

・大学の教育研究上の目的を達成するため、教育研究組織の規模並びに授与する学位の種類及び分野

に応じ、必要な教員が置かれていること。 
・教育上主要と認める授業科目について専任の教授又は准教授に担当させていること。 
・教育研究水準の維持向上及び教育研究の活性化を図るため、教員の構成が特定の範囲の年齢に著し

く偏ることのないよう配慮されていること。 

資 料  5 
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〔名称、施設・設備等〕 

・大学、学部及び学科の名称が大学等として適当であるとともに、当該大学等の教育研究上の目的

にふさわしいものであること。 
・大学の組織及び規模に応じ、研究室、教室、図書館、医務室、学生自習室等の専用の施設を備え

た校舎を有していること。 
 
教員審査 

・研究上の業績等を有するとともに、大学における教育を担当するにふさわしい教育上の能力を有

すると認められること。 
・専ら当該大学における教育研究に従事するものと認められること。 

 
 
②財政計画・管理運営：文部科学省告示として「学校法人の寄附行為及び寄附行為変更

の認可に関する審査基準」が定められており、これに基づいて学校法人分科会において

審査。 

 
〔施設・設備の整備状況〕 

・校地並びに施設及び設備等について、教育研究上支障なく整備されていること。

（校地及び施設は原則、自己所有であること。但し一定の要件の下に借用可。）

〔設置経費〕 

・施設及び設備の設置経費が標準設置経費（※）を下回っていないこと。 
〔経常経費〕 

・人件費等の経常経費については、標準経常経費（※）を下回っていないこと。 
〔設置に必要な財源〕 

・設置経費と開設年度の経常経費のために必要な財源を、原則、申請時に全額自己

財源として収納していること。 
〔管理運営〕 

・大学等を設置するにふさわしい管理運営体制（役員の構成、専任事務職員の設置、

諸規程の整備など）が整備されていること。 
 
 ※ 設置基準上の最低基準をベースに算定した、大学等の設置のために必要な最低限

度の設備等又は人件費等に係る経費。 
 
※ 教員組織、校舎等の施設及び設備については、文部科学省告示において、段階的な整

備が認められている。 
 
 
【設置認可までの流れ】 （審議会における審査の流れについては別紙「審査スケジュール」参照） 

①設置認可の申請（大学新設：３月末、学部等新設：５月末） 
②文部科学大臣から大学設置・学校法人審議会へ諮問 
③審議会において審査（大学新設：７ヶ月、学部等新設５ヶ月） 
④審議会から答申後、文部科学大臣が認可の可否を決定（１０月末頃） 



大学を設置するまでの流れ大学を設置するまでの流れ

申請者

○設置計画の構想

○具体的な準備
・教員の確保
・施設設備の計画 等

文部科学省

計画や書類作成についての相談

任意の相談であり、申請の条件（義務）
ではない。）

大学設置・学校法人
審議会へ諮問

計画の修正、補足説明

答 申

開学準備
・学生募集、入学者選抜等

設置計画履行状況調査（原則、完成年度まで）

申請書類提出
開設前々年度

の３月末

審査意見の伝達

補正申請書の提出

認可（認可書交付）

大学開学大学開学

審

査

開設前年度
の1０月末頃

・書類審査
・面接審査
・実地審査
（約７ヶ月）

・書類作成方法
・法令解釈
等について助言
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大学設置・学校法人審議会機構図
大学設置・学校法人審議会

≪委員：２９人以内（政令）≫

大 学 設 置 分 科 会 学 校 法 人 分 科 会
【委員：１５人，特別委員：３０人】 【委員：１４人，特別委員：９人】

名称，教育課程，教員組織，校地，校舎 財政計画・管理運営等について，私立学
等について，学校教育法及び「大学設置基 校法及び「学校法人の寄附行為及び寄附行
準」等に適合しているかどうかを審査。 為変更の認可に関する審査基準」等に適合

しているかどうかを審査。

○ 審査案件の最終判定 ○ 審査案件の最終判定
○ 留意事項の決定 ○ 留意事項の決定

運 営 委 員 会 特 別 審 査 会

【分科会委員（分科会長・分科会長職務代理を含 （分科会委員及び特別委員）
む ）及び特別委員：１５人】。

○ 特別の事項を審査
○ 分科会の議案の整理
○ 審査会相互間の調整
○ 分科会から特に付託された事項の審議

設置計画履行状況等調査委員会審 査 会

【分科会委員・特別委員・専門委員 【分科会委員・特別委員・専門委員
：４５人】 ：３２人】

連携
○ 審査意見の作成 ○ 設置計画履行状況調査の実施に関す
○ 判定案の作成 る事項等
○ 留意事項案の作成

※ 審査案件数に応じて、３審査会（第
１～第３）体制で審査

※ 別途，特別審査会（専門職大学院，
法科大学院，教職大学院等）を設置

※ 必要に応じて，産業界等の見識を有
する「参考人」の所見を参考とする

専 門 委 員 会
【分科会委員・特別委員・専門委員】※専門委員の総勢は約３００人

○ 教育課程・教員組織その他専門 事項の審査意見案の作成（専門審査）
○ 専任教員の資格審査（教員審査）

※ 教育学・保育、法学、経済学、理学、工学、情報、環境、保健衛生学等の
２８専門委員会から、審査対象案件の学問の専攻分野に応じて設置
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（大学設置分科会）

浅田
あさだ

　尚紀
なおき

広島市立大学長・理事長

遠藤
えんどう

　恵子
け い こ

山形県立米沢女子短期大学長・理事長

帯
おび

野
の

　久美子
く み こ

株式会社インターアクト・ジャパン代表取締役

勝
かつ

　　悦子
えつこ

明治大学副学長

小杉
こすぎ

　礼子
れいこ

独立行政法人労働政策研究・研修機構統括研究員

齋藤
さいとう

　　康
やすし

千葉大学長

佐藤
さ と う

　弘毅
こ う き

目白大学長・目白大学短期大学部学長

◎ 佐藤
さ と う

　東洋士
と よ し

学校法人桜美林学園理事長・総長

柴崎
しばさき

　信三
しんぞう

ジャーナリスト

鈴木
す ず き

　典
のり

比
ひ

古
こ

公益法人大学基準協会専務理事

鳥飼
とりかい

　玖
く

美
み

子
こ

立教大学特任教授

萩本
はぎもと

　和男
か ず お

ＮＴＴ先端技術総合研究所所長

八田
は っ た

　英二
え い じ

同志社大学長・理事長

○ 羽入
はにゅう

　佐和子
さわこ

お茶の水女子大学長

樋口
ひぐち

　美雄
よしお

慶應義塾大学商学部長

（学校法人分科会）

浦野
う ら の

　光
みつ

人
ど

株式会社ニチレイ代表取締役会長

荻野
お ぎ の

　美佐子
み さ こ

上智大学総合人間科学部教授

小原
お ば ら

　芳明
よしあき

学校法人玉川学園理事長・大学長

坂根
さ か ね

　康秀
やすひで

佐野
さ の

　慶子
け い こ

清水
し み ず

　　敏
さとし

学校法人早稲田大学常任理事・副総長

高柳
たかやなぎ

　元明
もとあき

学校法人東北薬科大学理事長・大学長

○ 中村
なかむら

　量
りょういち

一 学校法人中村学園理事長

◎ 日髙
ひ だ か

　義博
よしひろ

学校法人専修大学理事長・大学長

福原
ふくはら

　紀彦
ただひこ

学校法人中央大学理事・総長・大学長

福元
ふくもと

　裕二
ゆ う じ

学校法人永原学園理事長・大学・短期大学部学長

藤岡
ふじおか

　一郎
いちろう

学校法人京都産業大学理事・大学長

古阪
ふるさか

　幸代
さ ち よ

森田
も り た

　伸子
の ぶ こ

日本女子大学人間社会学部教授

◎：分科会長、○：分科会長職務代理

大 学 設 置 ・ 学 校 法 人 審 議 会 委 員 名 簿

任期：平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日

三機工業株式会社ファシリティシステム事業部ワークプレイス戦略部長

学校法人山内学園理事長・香蘭女子短期大学長

公認会計士・日本公認会計士協会常務理事
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審査スケジュール
― 大学新設の場合 ―

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

申

請

3/末

分

科

会

専

門

委

員

会

:

諮

問

:

書
類
審
査
（教
員
審
査
）

（全
体
計
画
）

審

査

会

審
査
意
見
伝
達:

書
類
審
査

6/末

補
正
申
請
書
提
出

専

門

委

員

会

:

書
類
審
査
（
教

員

審

査

）

（
第
一
次
専
門
審
査
）

審

査

会

:

書
類
審
査

審
査
意
見
伝
達

審

査

会

:

実
地
審
査

補
正
申
請
書
提
出

9/中

専

門

委

員

会

:

書
類
審
査

（
教

員

審

査

）

（
第
二
次
専
門
審
査
）

審

査

会

:

判

定

案

運

営

委

員

会

:

判

定

案

調

整

分

科

会

○設置認可関係（大学設置分科会）

○設置に係る寄附行為変更認可関係（学校法人分科会）

【開設の前々年度】

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

申
請

3/末

分

科

会

:

諮

問

6/末

追
加
書
類
提
出

面

接

審

査

実

地

審

査

分

科

会

:

判

定

答

申

10/末

10/末

認

可

認

可

【開設の前年度】

【開設の前々年度】 【開設の前年度】

答

申

:

判

定

審
査
意
見
伝
達

学
生
確
保
に
関
す
る
審
査

審
査
意
見
伝
達

意
見
に
対
す
る
回
答
提
出

必要に応じ、面接審査を実施

必
要
に
応
じ
判
定
保
留
と
し
審
査
を
継
続

必
要
に
応
じ
判
定
保
留
と
し
審
査
を
継
続

申
請
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
場
合
等
は
「警
告
」
を
付
す

申
請
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
場
合
等
は
「警
告
」
を
付
す
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現在の審査基準の概要 

 

１．教学面の審査基準（大学設置分科会における審査） 

「大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」（文部科学

省告示） 
 
第一条 大学等の設置等の認可の申請の審査に関しては、「学校教育法、大学設置

基準（中略）その他の法令に適合すること及び次に掲げる要件を満たすことを審

査の基準とする」と規定。 
一 認可申請者が設置する大学等における過去数年間（例：４年制大学の場合は

４年間）の平均入学定員超過率が一定値未満（例：大学の場合は学部単位で１．

３倍未満）であること。 
二 「歯科医師、獣医師及び船舶職員の養成に係る大学等の設置若しくは収容定

員増」または「医師の養成に係る大学等の設置」でないこと。 
 
第二条 「認可申請者が次の各号のいずれかに該当するときは、当該認可をしない

ものとする」と規定。 
一 大学等の認可の申請、設置の届出における不正行為が判明した後、一定の期

間が経過していない者 
二 設置する大学等について、学校教育法に基づく改善勧告等を受けたにもかか

わらず、改善が認められないもの 
三 設置計画の履行状況が著しく不適当と認められる大学等を設置する者 

 
第三条 医学部の臨時入学定員増の認可に関する規定 

 

２．財政計画・管理運営面の審査基準（学校法人分科会における審査） 

「学校法人の寄附行為及び寄附行為の変更の認可に関する審査基準」（文部科学省告

示） 
 
第一 学校法人の寄附行為を認可する場合（学校法人を新設する場合） 
一 校地並びに施設及び設備について 
〔施設・設備の整備〕 
・校地、施設、設備が教育研究上支障のないよう整備されるとともに、大学設

置基準等に適合していること。 
・校地、施設、設備は原則として申請者の自己所有であること。但し、一定の

資 料 ６ 
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要件の下に借用が認められている。 
・施設、設備の整備については、開設時までに全てが整備されている必要はな

く、一定の要件の下に段階的整備が認められている。 
〔設置経費〕 
・施設、設備の整備に要する経費が標準設置経費額（設置基準上の最低基準を 

もとに算定した最低限度額）以上計上されていること。 
・校地、施設、設備の整備に要する経費の財源が、申請時に寄附金として収納

されていること。 
 

二 経営に必要な財産について 
〔経常経費〕 
・人件費等の経常経費が標準経常経費額（設置基準上の最低基準を もとに算

定した最低限度額）以上計上されていること。 
 ・申請時において、開設年度の経常経費に相当する額の寄附金が収納されてい

ること。 
・開設年度から完成年度までの各年度の経常経費の財源は、原則として学生納

付金、寄附金、資産運用収入その他確実な計画による資金をもって充てるも

のとし、借入金を充てるものでないこと。 
 

三 役員等について 
・理事及び監事は、学校法人の管理運営に必要な知識または経験を有し、その

職務を十分に果たすことができると認められ、かつ、学校法人の理事及び監

事としてふさわしい社会的信望を有するものであること。 
・学校法人の管理運営上必要な諸規定の整備その他大学等を設置する学校法人

にふさわしい管理運営体制が整えられていること、等。 
 

四 その他 
・学校法人設立の認可申請において申請者に不正行為があった後、一定期間が

経過していない場合は認可をしないこと。 
 
第二～第五 既存の学校法人が大学、学部等を設置する場合や、設置者変更に係る

寄附行為の変更等を認可する場合 
※基本的には「第一」の法人新設の場合と同様の基準が準用される。加えて、

負債率や負債償還率について一定の数値を下回ることなどを要件としてい

る。 
 
第六 その他 

・申請内容の公表や設置計画の履行状況の調査等に関する規定 
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○

大
学
設
置
基
準

（
昭
和
三
十
一
年
十
月
二
十
二
日
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）

最
終
改
正

平
成
二
四
・
五
・
一
○
文
部
科
学
省
令
二
三

学
校
教
育
法
第
三
条
、
第
八
条
、
及
び
第
百
四
十
二
条
の
規
定
に

基
き
、
大
学
設
置
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
二
条
の
二
）

第
二
章

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織
（
第
三
条
―
第
六
条
）

第
三
章

教
員
組
織
（
第
七
条
―
第
十
三
条
）

第
四
章

教
員
の
資
格
（
第
十
三
条
の
二
―
第
十
七
条
）

第
五
章

収
容
定
員
（
第
十
八
条
）

第
六
章

教
育
課
程
（
第
十
九
条
―
第
二
十
六
条
）

第
七
章

卒
業
の
要
件
等
（
第
二
十
七
条
―
第
三
十
三
条
）

第
八
章

校
地
、
校
舎
等
の
施
設
及
び
設
備
等
（
第
三
十
四

条
―
第
四
十
条
の
四
）

第
九
章

事
務
組
織
等
（
第
四
十
一
条
―
第
四
十
二
条
の

二
）

第
十
章

共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
特
例
（
第
四
十
三
条
―

第
四
十
九
条
）

第
十
一
章

雑
則
（
第
五
十
条
―
第
五
十
三
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
趣
旨
）

第
一
条

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
学
校
教

育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
そ
の
他
の
法
令
の
規

定
に
よ
る
ほ
か
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
す
る

も
の
と
す
る
。

２

こ
の
省
令
で
定
め
る
設
置
基
準
は
、
大
学
を
設
置
す
る
の
に
必

要
な
最
低
の
基
準
と
す
る
。

３

大
学
は
、
こ
の
省
令
で
定
め
る
設
置
基
準
よ
り
低
下
し
た
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
水
準
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
研
究
上
の
目
的
）

第
二
条

大
学
は
、
学
部
、
学
科
又
は
課
程
等
ご
と
に
、
人
材
の
養

成
に
関
す
る
目
的
そ
の
他
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
学
則
等
に
定

め
る
も
の
と
す
る
。

（
入
学
者
選
抜
）

第
二
条
の
二

入
学
者
の
選
抜
は
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法
に
よ

り
、
適
切
な
体
制
を
整
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
章

教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

（
学
部
）

第
三
条

学
部
は
、
専
攻
に
よ
り
教
育
研
究
の
必
要
に
応
じ
組
織
さ

れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
教
育
研
究
上
適
当
な
規
模
内
容
を
有
し
、

教
員
組
織
、
教
員
数
そ
の
他
が
学
部
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
学
科
）

第
四
条

学
部
に
は
、
専
攻
に
よ
り
学
科
を
設
け
る
。

２

前
項
の
学
科
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
分
野
を
教
育
研
究
す
る
に

必
要
な
組
織
を
備
え
た
も
の
と
す
る
。

（
課
程
）

第
五
条

学
部
の
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
有
益
か
つ
適
切

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
学
科
に
代
え
て
学
生
の
履
修

上
の
区
分
に
応
じ
て
組
織
さ
れ
る
課
程
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
学
部
以
外
の
基
本
組
織
）

第
六
条

学
校
教
育
法
第
八
十
五
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
学
部
以

外
の
教
育
研
究
上
の
基
本
と
な
る
組
織
（
以
下
「
学
部
以
外
の
基

本
組
織
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
大
学
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
有
益
か
つ
適
切
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

一

教
育
研
究
上
適
当
な
規
模
内
容
を
有
す
る
こ
と
。

二

教
育
研
究
上
必
要
な
教
員
組
織
、
施
設
設
備
そ
の
他
の
諸
条

件
を
備
え
る
こ
と
。

三

教
育
研
究
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
運
営
の

仕
組
み
を
有
す
る
こ
と
。

２

学
部
以
外
の
基
本
組
織
に
係
る
専
任
教
員
数
、
校
舎
の
面
積
及

び
学
部
以
外
の
基
本
組
織
の
教
育
研
究
に
必
要
な
附
属
施
設
の
基

準
は
、
当
該
学
部
以
外
の
基
本
組
織
の
教
育
研
究
上
の
分
野
に
相

当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
分
野
の
学
部
又
は
学
科
に
係
る
こ
れ
ら
の

基
準
（
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
学
科
（
第
十
三
条

及
び
第
三
十
七
条
の
二
に
お
い
て
単
に
「
共
同
学
科
」
と
い

う
。
）
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
こ
の
章
、
第
十
三
条
、
第
三
十
七
条
の

二
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条

（
第
三
十
九
条
の
規
定
に
係
る
附
属
施
設
に
つ
い
て
適
用
す
る
場

合
に
限
る
。
）
、
別
表
第
一
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
を
除

き
、
「
学
部
」
に
は
学
部
以
外
の
基
本
組
織
を
、
「
学
科
」
に
は

学
部
以
外
の
基
本
組
織
を
置
く
場
合
に
お
け
る
相
当
の
組
織
を
含

む
も
の
と
す
る
。

第
三
章

教
員
組
織

（
教
員
組
織
）

第
七
条

大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

教
育
研
究
組
織
の
規
模
並
び
に
授
与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野

に
応
じ
、
必
要
な
教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。

２

大
学
は
、
教
育
研
究
の
実
施
に
当
た
り
、
教
員
の
適
切
な
役
割

分
担
の
下
で
、
組
織
的
な
連
携
体
制
を
確
保
し
、
教
育
研
究
に
係

る
責
任
の
所
在
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
教
員
組
織
を
編
制
す
る
も

の
と
す
る
。

３

大
学
は
、
教
育
研
究
水
準
の
維
持
向
上
及
び
教
育
研
究
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
教
員
の
構
成
が
特
定
の
範
囲
の
年
齢
に
著
し
く

偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

４

大
学
は
、
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
を
行
う
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
ご
と
に
必
要
な
教
員
を
置
く
も
の
と
す

る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
に
は
、
当
該
校
地
に
お
け
る
教
育

に
支
障
の
な
い
よ
う
、
原
則
と
し
て
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
を

少
な
く
と
も
一
人
以
上
置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
校
地

が
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
八
条
及
び
第
九
条

削
除

（
授
業
科
目
の
担
当
）

第
十
条

大
学
は
、
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科
目
（
以
下
「
主

要
授
業
科
目
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
専
任
の
教

授
ま
た
は
准
教
授
に
、
主
要
授
業
科
目
以
外
の
授
業
科
目
に
つ
い

て
は
な
る
べ
く
専
任
の
教
授
、
准
教
授
、
講
師
又
は
助
教
（
第
十

三
条
及
び
第
四
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
教
授
等
」
と
い

う
。
）
に
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

大
学
は
、
演
習
、
実
験
、
実
習
又
は
実
技
を
伴
う
授
業
科
目
に

d-nakaji
テキストボックス
資 料 ７
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つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
助
手
に
補
助
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
）

第
十
一
条

大
学
に
は
、
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
授
業

を
担
当
し
な
い
教
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
任
教
員
）

第
十
二
条

教
員
は
、
一
の
大
学
に
限
り
、
専
任
教
員
と
な
る
も
の

と
す
る
。

２

専
任
教
員
は
、
専
ら
前
項
の
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
に
従
事

す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
は
、
教
育
研
究
上
特
に
必

要
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
遂
行
に
支

障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
大
学
に
お
け
る
教
育

研
究
以
外
の
業
務
に
従
事
す
る
者
を
、
当
該
大
学
の
専
任
教
員
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
任
教
員
数
）

第
十
三
条

大
学
に
お
け
る
専
任
教
員
の
数
は
、
別
表
第
一
に
よ
り

当
該
大
学
に
置
く
学
部
の
種
類
及
び
規
模
に
応
じ
定
め
る
教
授
等

の
数
（
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
あ
つ
て
は
、
当
該
学
部
に
お
け

る
共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
同
表
を
適
用

し
て
得
ら
れ
る
教
授
等
の
数
と
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
得
ら

れ
る
当
該
共
同
学
科
に
係
る
専
任
教
員
の
数
を
合
計
し
た
数
）
と

別
表
第
二
に
よ
り
大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応
じ
定
め
る
教
授
等

の
数
を
合
計
し
た
数
以
上
と
す
る
。

第
四
章

教
員
の
資
格

（
学
長
の
資
格
）

第
十
三
条
の
二

学
長
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
人
格
が
高
潔

で
、
学
識
が
優
れ
、
か
つ
、
大
学
運
営
に
関
し
識
見
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

（
教
授
の
資
格
）

第
十
四
条

教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
大
学
に
お
け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

一

博
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
に
相
当
す

る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
し
、
研
究
上
の
業
績
を
有
す
る
者

二

研
究
上
の
業
績
が
前
号
の
者
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
者

三

学
位
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九
号
）
第
五
条
の

二
に
規
定
す
る
専
門
職
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ

れ
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
し
、
当
該
専
門
職
学
位

の
専
攻
分
野
に
関
す
る
実
務
上
の
業
績
を
有
す
る
者

四

大
学
に
お
い
て
教
授
、
准
教
授
又
は
専
任
の
講
師
の
経
歴

（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
教
員
と
し
て
の
経
歴
を

含
む
。
）
の
あ
る
者

五

芸
術
、
体
育
等
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
技
能
に
秀
で
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
者

六

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
優
れ
た
知
識
及
び
経
験
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者

（
准
教
授
の
資
格
）

第
十
五
条

准
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
大
学
に
お
け
る
教
育
を
担
当
す
る
に

ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す

る
。

一

前
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

二

大
学
に
お
い
て
助
教
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
職
員
と
し
て
の
経

歴
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
の
経
歴

を
含
む
。
）
の
あ
る
者

三

修
士
の
学
位
又
は
学
位
規
則
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
専
門

職
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学

位
を
含
む
。
）
を
有
す
る
者

四

研
究
所
、
試
験
所
、
調
査
所
等
に
在
職
し
、
研
究
上
の
業
績

を
有
す
る
者

五

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
優
れ
た
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者

（
講
師
の
資
格
）

第
十
六
条

講
師
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

第
十
四
条
又
は
前
条
に
規
定
す
る
教
授
又
は
准
教
授
と
な
る

こ
と
の
で
き
る
者

二

そ
の
他
特
殊
な
専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
大
学
に
お
け
る
教
育

を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者

（
助
教
の
資
格
）

第
十
六
条
の
二

助
教
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
大
学
に
お
け
る
教
育
を
担
当
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す

る
。

一

第
十
四
条
各
号
又
は
第
十
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者

二

修
士
の
学
位
（
医
学
を
履
修
す
る
課
程
、
歯
学
を
履
修
す
る

課
程
、
薬
学
を
履
修
す
る
課
程
の
う
ち
臨
床
に
係
る
実
践
的
な

能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
又
は
獣
医
学
を

履
修
す
る
課
程
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
学
士
の
学
位
）

又
は
学
位
規
則
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
専
門
職
学
位
（
外
国

に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）

を
有
す
る
者

三

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者

（
助
手
の
資
格
）

第
十
七
条

助
手
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

学
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
に
相
当
す

る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
す
る
者

二

前
号
の
者
に
準
ず
る
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

第
五
章

収
容
定
員

（
収
容
定
員
）

第
十
八
条

収
容
定
員
は
、
学
科
又
は
課
程
を
単
位
と
し
、
学
部
ご

と
に
学
則
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二

十
六
条
の
規
定
に
よ
る
昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
と
き
は
こ
れ
に

係
る
収
容
定
員
を
、
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
り
外
国
に
学
部
、
学

科
そ
の
他
の
組
織
を
設
け
る
と
き
は
こ
れ
に
係
る
収
容
定
員
を
、

編
入
学
定
員
を
設
け
る
と
き
は
入
学
定
員
及
び
編
入
学
定
員
を
、

そ
れ
ぞ
れ
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２

収
容
定
員
は
、
教
員
組
織
、
校
地
、
校
舎
等
の
施
設
、
設
備
そ

の
他
の
教
育
上
の
諸
条
件
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と

す
る
。

３

大
学
は
、
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の
確
保
の
た
め
、
在
学
す

る
学
生
の
数
を
収
容
定
員
に
基
づ
き
適
正
に
管
理
す
る
も
の
と
す

る
。

第
六
章

教
育
課
程

（
教
育
課
程
の
編
成
方
針
）

第
十
九
条

大
学
は
、
当
該
大
学
、
学
部
及
び
学
科
又
は
課
程
等
の

教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
を
自
ら
開
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設
し
、
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
つ
て
は
、
大
学
は
、
学
部
等
の
専
攻

に
係
る
専
門
の
学
芸
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
く
深
い
教
養

及
び
総
合
的
な
判
断
力
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
よ

う
適
切
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
教
育
課
程
の
編
成
方
法
）

第
二
十
条

教
育
課
程
は
、
各
授
業
科
目
を
必
修
科
目
、
選
択
科
目

及
び
自
由
科
目
に
分
け
、
こ
れ
を
各
年
次
に
配
当
し
て
編
成
す
る

も
の
と
す
る
。

（
単
位
）

第
二
十
一
条

各
授
業
科
目
の
単
位
数
は
、
大
学
に
お
い
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
単
位
数
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
一
単
位
の
授
業
科

目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す
る
内
容
を
も
つ
て
構
成
す

る
こ
と
を
標
準
と
し
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授
業
に
よ
る

教
育
効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
次
の

基
準
に
よ
り
単
位
数
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

一

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
、
十
五
時
間
か
ら
三
十
時
間
ま

で
の
範
囲
で
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
つ
て
一
単
位
と

す
る
。

二

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
三
十
時
間
か
ら
四
十

五
時
間
ま
で
の
範
囲
で
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
つ
て

一
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
、
芸
術
等
の
分
野
に
お
け
る
個
人
指

導
に
よ
る
実
技
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
大
学
が
定
め
る
時
間
の

授
業
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
、
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
又

は
実
技
の
う
ち
二
以
上
の
方
法
の
併
用
に
よ
り
行
う
場
合
に
つ

い
て
は
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
、
前
二
号
に
規
定
す
る
基

準
を
考
慮
し
て
大
学
が
定
め
る
時
間
の
授
業
を
も
つ
て
一
単
位

と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業
論
文
、
卒
業
研
究
、
卒
業

制
作
等
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
学
修
の
成
果
を
評

価
し
て
単
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
単
位
数
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
一
年
間
の
授
業
期
間
）

第
二
十
二
条

一
年
間
の
授
業
を
行
う
期
間
は
、
定
期
試
験
等
の
期

間
を
含
め
、
三
十
五
週
に
わ
た
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

（
各
授
業
科
目
の
授
業
期
間
）

第
二
十
三
条

各
授
業
科
目
の
授
業
は
、
十
週
又
は
十
五
週
に
わ
た

る
期
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
上
特

別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
期
間
よ
り

短
い
特
定
の
期
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
授
業
を
行
う
学
生
数
）

第
二
十
四
条

大
学
が
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行

う
学
生
数
は
、
授
業
の
方
法
及
び
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
教
育
上

の
諸
条
件
を
考
慮
し
て
、
教
育
効
果
を
十
分
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

な
適
当
な
人
数
と
す
る
も
の
と
す
る
。

（
授
業
の
方
法
）

第
二
十
五
条

授
業
は
、
講
義
、
演
習
、
実
験
、
実
習
若
し
く
は
実

技
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
又
は
こ
れ
ら
の
併
用
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

２

大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前

項
の
授
業
を
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
、
当
該
授

業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

大
学
は
、
第
一
項
の
授
業
を
、
外
国
に
お
い
て
履
修
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度

に
利
用
し
て
、
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ

せ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

４

大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第

一
項
の
授
業
の
一
部
を
、
校
舎
及
び
附
属
施
設
以
外
の
場
所
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
成
績
評
価
基
準
等
の
明
示
等
）

第
二
十
五
条
の
二

大
学
は
、
学
生
に
対
し
て
、
授
業
の
方
法
及
び

内
容
並
び
に
一
年
間
の
授
業
の
計
画
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
る
も

の
と
す
る
。

２

大
学
は
、
学
修
の
成
果
に
係
る
評
価
及
び
卒
業
の
認
定
に
当
た

つ
て
は
、
客
観
性
及
び
厳
格
性
を
確
保
す
る
た
め
、
学
生
に
対
し

て
そ
の
基
準
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
基
準
に

し
た
が
つ
て
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研
修
等
）

第
二
十
五
条
の
三

大
学
は
、
当
該
大
学
の
授
業
の
内
容
及
び
方
法

の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究
を
実
施
す
る
も

の
と
す
る
。

（
昼
夜
開
講
制
）

第
二
十
六
条

大
学
は
、
教
育
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

昼
夜
開
講
制
（
同
一
学
部
に
お
い
て
昼
間
及
び
夜
間
の
双
方
の
時

間
帯
に
お
い
て
授
業
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
）
に
よ
り
授
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
章

卒
業
の
要
件
等

（
単
位
の
授
与
）

第
二
十
七
条

大
学
は
、
一
の
授
業
科
目
を
履
修
し
た
学
生
に
対
し

て
は
、
試
験
の
上
単
位
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二

十
一
条
第
三
項
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
定
め
る
適
切

な
方
法
に
よ
り
学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
履
修
科
目
の
登
録
の
上
限
）

第
二
十
七
条
の
二

大
学
は
、
学
生
が
各
年
次
に
わ
た
つ
て
適
切
に

授
業
科
目
を
履
修
す
る
た
め
、
卒
業
の
要
件
と
し
て
学
生
が
修
得

す
べ
き
単
位
数
に
つ
い
て
、
学
生
が
一
年
間
又
は
一
学
期
に
履
修

科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
の
上
限
を
定
め
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

大
学
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
所
定
の
単
位
を
優
れ

た
成
績
を
も
つ
て
修
得
し
た
学
生
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
定
め
る

上
限
を
超
え
て
履
修
科
目
の
登
録
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）

第
二
十
八
条

大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が

大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
に
お
い

て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
を
、
六
十
単
位

を
超
え
な
い
範
囲
で
当
該
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ

り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
学
生
が
、
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大
学
に
留

学
す
る
場
合
、
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大
学
が
行
う
通
信
教
育
に

お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
及
び
外
国

の
大
学
又
は
短
期
大
学
の
教
育
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該

外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で

あ
つ
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
教
育
課

程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
修
）

第
二
十
九
条

大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
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行
う
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
専
攻
科
に
お
け
る
学
修
そ

の
他
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
学
修
を
、
当
該
大
学
に
お
け

る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
前
条
第
一
項

及
び
第
二
項
に
よ
り
当
該
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な

す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
六
十
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
三
十
条

大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当

該
大
学
に
入
学
す
る
前
に
大
学
又
は
短
期
大
学
に
お
い
て
履
修
し

た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
三
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
、
当
該
大
学
に
入
学

し
た
後
の
当
該
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し

た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

大
学
は
、
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
当
該
大
学

に
入
学
す
る
前
に
行
つ
た
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
修
を
、
当

該
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
、
大
学
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
し
、
又
は
与
え
る
こ
と

の
で
き
る
単
位
数
は
、
編
入
学
、
転
学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該

大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二

十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
及
び
前
条
第
一
項
に
よ
り
当
該
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た

も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
六
十
単
位
を
超
え
な
い
も
の

と
す
る
。

（
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
）

第
三
十
条
の
二

大
学
は
、
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
生

が
、
職
業
を
有
し
て
い
る
等
の
事
情
に
よ
り
、
修
業
年
限
を
超
え

て
一
定
の
期
間
に
わ
た
り
計
画
的
に
教
育
課
程
を
履
修
し
卒
業
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
そ
の
計
画
的
な
履

修
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
科
目
等
履
修
生
等
）

第
三
十
一
条

大
学
は
、
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
大

学
の
学
生
以
外
の
者
で
一
又
は
複
数
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
者

（
以
下
「
科
目
等
履
修
生
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
単
位
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

２

科
目
等
履
修
生
に
対
す
る
単
位
の
授
与
に
つ
い
て
は
、
第
二
十

七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

大
学
は
、
科
目
等
履
修
生
そ
の
他
の
学
生
以
外
の
者
（
次
項
に

お
い
て
「
科
目
等
履
修
生
等
」
と
い
う
。
）
を
相
当
数
受
け
入
れ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
三
条
、
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
七

条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
を
考
慮
し
て
、
教
育
に
支
障
の
な
い
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
専
任
教
員
並
び
に
校
地
及
び
校
舎
の
面
積

を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

４

大
学
は
、
科
目
等
履
修
生
等
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
こ
れ
ら
の
者

の
人
数
は
、
第
二
十
四
条
の
規
定
を
踏
ま
え
、
適
当
な
人
数
と
す

る
も
の
と
す
る
。

（
卒
業
の
要
件
）

第
三
十
二
条

卒
業
の
要
件
は
、
大
学
に
四
年
以
上
在
学
し
、
百
二

十
四
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科

に
係
る
卒
業
の
要
件
は
、
大
学
に
六
年
以
上
在
学
し
、
百
八
十
八

単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
上
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
大
学
は
、
修
得
す
べ
き
単
位
の
一
部
の

修
得
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
相
当
す
る
授
業
時
間
の
履
修
を
も
つ
て

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
薬
学
に
関
す
る
学
科
の
う
ち

臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る

も
の
に
係
る
卒
業
の
要
件
は
、
大
学
に
六
年
以
上
在
学
し
、
百
八

十
六
単
位
以
上
（
将
来
の
薬
剤
師
と
し
て
の
実
務
に
必
要
な
薬
学

に
関
す
る
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
大
学
の
附
属
病
院
そ
の
他
の
病
院
及
び
薬
局
で
行
う
実
習
（
以

下
「
薬
学
実
務
実
習
」
と
い
う
。
）
に
係
る
二
十
単
位
以
上
を
含

む
。
）
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
獣
医
学
に
関
す
る
学
科
に
係

る
卒
業
の
要
件
は
、
大
学
に
六
年
以
上
在
学
し
、
百
八
十
二
単
位

以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
卒
業
の
要
件
と
し
て
修
得
す
べ
き
百
二

十
四
単
位
の
う
ち
、
第
二
十
五
条
第
二
項
の
授
業
の
方
法
に
よ
り

修
得
す
る
単
位
数
は
六
十
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
授
業
時
間
制
を
と
る
場
合
の
特
例
）

第
三
十
三
条

前
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
よ
り
授
業
時
間
の
履
修
を

も
つ
て
単
位
の
修
得
に
代
え
る
授
業
科
目
に
係
る
第
二
十
一
条
第

一
項
又
は
第
二
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
一

条
第
一
項
中
「
単
位
数
」
と
あ
る
の
は
「
授
業
時
間
数
」
と
、
第

二
十
七
条
中
「
一
の
授
業
科
目
」
と
あ
る
の
は
「
授
業
科
目
」

と
、
「
単
位
を
与
え
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
修
了
を
認

定
す
る
も
の
と
す
る
」
と
す
る
。

２

授
業
時
間
数
を
定
め
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
授
業
科

目
の
授
業
時
間
数
を
こ
れ
に
相
当
す
る
単
位
数
と
み
な
し
て
第
二

十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
章

校
地
、
校
舎
等
の
施
設
及
び
設
備
等

（
校
地
）

第
三
十
四
条

校
地
は
、
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
も
ち
、
校
舎

の
敷
地
に
は
、
学
生
が
休
息
そ
の
他
に
利
用
す
る
の
に
適
当
な
空

地
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
る

制
限
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
所
要
の
土
地
の
取
得

を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
前
項
に
規
定
す
る
空
地
を
校
舎

の
敷
地
に
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い

て
、
学
生
が
休
息
そ
の
他
に
利
用
す
る
た
め
、
適
当
な
空
地
を
有

す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
用
と
同
等
以
上
の
効
用
が
得
ら
れ

る
措
置
を
当
該
大
学
が
講
じ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
空
地
を
校
舎

の
敷
地
に
有
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
施
設
を

校
舎
に
備
え
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

で
き
る
限
り
開
放
的
で
あ
つ
て
、
多
く
の
学
生
が
余
裕
を
も

つ
て
休
息
、
交
流
そ
の
他
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

休
息
、
交
流
そ
の
他
に
必
要
な
設
備
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
。

（
運
動
場
）

第
三
十
五
条

運
動
場
は
、
教
育
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
原
則
と
し

て
校
舎
と
同
一
の
敷
地
内
又
は
そ
の
隣
接
地
に
設
け
る
も
の
と

し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
適
当
な
位
置
に
こ
れ
を
設
け
る
も

の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
る

制
限
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
所
要
の
土
地
の
取
得

を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
前
項
に
規
定
す
る
運
動
場
を
設
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け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
運
動
場

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
用
と
同
等
以
上
の
効
用
が
得

ら
れ
る
措
置
を
当
該
大
学
が
講
じ
て
お
り
、
か
つ
、
教
育
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
運
動
場
を
設
け
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

３

前
項
の
措
置
は
、
原
則
と
し
て
体
育
館
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
校
舎
と
同
一
の
敷
地
内
又
は
そ
の
隣
接
地
に
備
え
る
こ
と
に

よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
大
学
以
外
の
者
が
備
え
る
運
動
施
設
で
あ

つ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
を
学
生
に
利
用
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

様
々
な
運
動
が
可
能
で
、
多
く
の
学
生
が
余
裕
を
も
つ
て
利

用
で
き
る
こ
と
。

二

校
舎
か
ら
至
近
の
位
置
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
。

三

学
生
の
利
用
に
際
し
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
十
分
に
図
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
校
舎
等
施
設
）

第
三
十
六
条

大
学
は
、
そ
の
組
織
及
び
規
模
に
応
じ
、
少
な
く
と

も
次
に
掲
げ
る
専
用
の
施
設
を
備
え
た
校
舎
を
有
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
研
究
に
支
障

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

学
長
室
、
会
議
室
、
事
務
室

二

研
究
室
、
教
室
（
講
義
室
、
演
習
室
、
実
験
・
実
習
室
等
と

す
る
。
）

三

図
書
館
、
医
務
室
、
学
生
自
習
室
、
学
生
控
室

２

研
究
室
は
、
専
任
の
教
員
に
対
し
て
は
必
ず
備
え
る
も
の
と
す

る
。

３

教
室
は
、
学
科
又
は
課
程
に
応
じ
、
必
要
な
種
類
と
数
を
備
え

る
も
の
と
す
る
。

４

校
舎
に
は
、
第
一
項
に
掲
げ
る
施
設
の
ほ
か
、
な
る
べ
く
情
報

処
理
及
び
語
学
の
学
習
の
た
め
の
施
設
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

５

大
学
は
、
校
舎
の
ほ
か
、
原
則
と
し
て
体
育
館
を
備
え
る
と
と

も
に
、
な
る
べ
く
体
育
館
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
講
堂
並
び

に
寄
宿
舎
、
課
外
活
動
施
設
そ
の
他
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
施
設

を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

６

夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
部
（
以
下
「
夜
間
学
部
」
と
い

う
。
）
を
置
く
大
学
又
は
昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
大
学
に
あ
つ

て
は
、
研
究
室
、
教
室
、
図
書
館
そ
の
他
の
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
、
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
校
地
の
面
積
）

第
三
十
七
条

大
学
に
お
け
る
校
地
の
面
積
（
附
属
病
院
以
外
の
附

属
施
設
用
地
及
び
寄
宿
舎
の
面
積
を
除
く
。
）
は
、
収
容
定
員
上

の
学
生
一
人
当
た
り
十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
算
定
し
た
面
積
に

附
属
病
院
建
築
面
積
を
加
え
た
面
積
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
種
類
の
昼
間
学
部
（
昼
間

に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
部
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
夜
間

学
部
が
近
接
し
た
施
設
等
を
使
用
し
、
又
は
施
設
等
を
共
用
す
る

場
合
の
校
地
の
面
積
は
、
当
該
昼
間
学
部
及
び
夜
間
学
部
に
お
け

る
教
育
研
究
に
支
障
の
な
い
面
積
と
す
る
。

３

昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
係
る
収

容
定
員
、
履
修
方
法
、
施
設
の
使
用
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
教
育

に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
第
一
項
に
規
定
す
る
面
積
を
減

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
校
舎
の
面
積
）

第
三
十
七
条
の
二

校
舎
の
面
積
は
、
一
個
の
学
部
の
み
を
置
く
大

学
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第
三
イ
又
は
ロ
の
表
に
定
め
る
面
積
（
共

同
学
科
を
置
く
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
学
部
に
お
け
る
共
同
学

科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
同
表
を
適
用
し
て
得
ら

れ
る
面
積
に
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
当
該

共
同
学
科
に
係
る
面
積
を
加
え
た
面
積
）
以
上
と
し
、
複
数
の
学

部
を
置
く
大
学
に
あ
つ
て
は
、
当
該
複
数
の
学
部
の
う
ち
同
表
に

定
め
る
面
積
（
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
部

に
お
け
る
共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
同
表

を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
面
積
）
が
最
大
で
あ
る
学
部
に
つ
い
て
の

同
表
に
定
め
る
面
積
（
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
つ
い
て
は
、
当

該
学
部
に
お
け
る
共
同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し

て
同
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
面
積
）
に
当
該
学
部
以
外
の
学
部

に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
三
ロ
又
は
ハ
の
表
に
定
め
る
面
積

（
共
同
学
科
を
置
く
学
部
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
部
に
お
け
る
共

同
学
科
以
外
の
学
科
を
一
の
学
部
と
み
な
し
て
同
表
を
適
用
し
て

得
ら
れ
る
面
積
）
を
合
計
し
た
面
積
を
加
え
た
面
積
（
共
同
学
科

を
置
く
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

得
ら
れ
る
当
該
学
科
に
係
る
面
積
を
加
え
た
面
積
）
以
上
と
す

る
。

（
図
書
等
の
資
料
及
び
図
書
館
）

第
三
十
八
条

大
学
は
、
学
部
の
種
類
、
規
模
等
に
応
じ
、
図
書
、

学
術
雑
誌
、
視
聴
覚
資
料
そ
の
他
の
教
育
研
究
上
必
要
な
資
料

を
、
図
書
館
を
中
心
に
系
統
的
に
備
え
る
も
の
と
す
る
。

２

図
書
館
は
、
前
項
の
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
ほ

か
、
情
報
の
処
理
及
び
提
供
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
学
術
情
報

の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
前
項
の
資
料
の
提
供
に
関
し
、
他

の
大
学
の
図
書
館
等
と
の
協
力
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

図
書
館
に
は
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
専
門
的
職
員
そ
の
他
の
専
任
の
職
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。

４

図
書
館
に
は
、
大
学
の
教
育
研
究
を
促
進
で
き
る
よ
う
な
適
当

な
規
模
の
閲
覧
室
、
レ
フ
ア
レ
ン
ス
・
ル
ー
ム
、
整
理
室
、
書
庫

等
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
の
閲
覧
室
に
は
、
学
生
の
学
習
及
び
教
員
の
教
育
研
究
の

た
め
に
十
分
な
数
の
座
席
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

（
附
属
施
設
）

第
三
十
九
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
学
部
を
置
き
、
又
は
学
科

を
設
け
る
大
学
に
は
、
そ
の
学
部
又
は
学
科
の
教
育
研
究
に
必
要

な
施
設
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に
掲
げ
る
附
属
施
設
を
置
く
も

の
と
す
る
。

学
部
又
は
学
科

附
属
施
設

教
員
養
成
に
関
す
る
学
部
又
は
学
科

附
属
学
校

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部

附
属
病
院

農
学
に
関
す
る
学
部

農
場

林
学
に
関
す
る
学
科

演
習
林

獣
医
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
科

家
畜
病
院

畜
産
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
科

飼
育
場
又
は
牧
場

水
産
学
又
は
商
船
に
関
す
る
学
部

練
習
船
（
共
同
利
用
に
よ

る
場
合
を
含
む
。
）

水
産
増
殖
に
関
す
る
学
科

養
殖
施
設

薬
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
科

薬
用
植
物
園
（
薬
草
園
）

体
育
に
関
す
る
学
部
又
は
学
科

体
育
館

２

工
学
に
関
す
る
学
部
を
置
く
大
学
に
は
、
原
則
と
し
て
実
験
・

実
習
工
場
を
置
く
も
の
と
す
る
。
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（
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
）

第
三
十
九
条
の
二

薬
学
に
関
す
る
学
部
又
は
学
科
の
う
ち
臨
床
に

係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
を

置
き
、
又
は
設
け
る
大
学
は
、
薬
学
実
務
実
習
に
必
要
な
施
設
を

確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

（
機
械
、
器
具
等
）

第
四
十
条

大
学
は
、
学
部
又
は
学
科
の
種
類
、
教
員
数
及
び
学
生

数
に
応
じ
て
必
要
な
種
類
及
び
数
の
機
械
、
器
具
及
び
標
本
を
備

え
る
も
の
と
す
る
。

（
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
研
究
を
行
う
場
合
に
お
け
る
施

設
及
び
設
備
）

第
四
十
条
の
二

大
学
は
、
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
研
究
を

行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
ご
と
に
教
育
研
究
に

支
障
の
な
い
よ
う
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
備
え
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
そ
の
校
地
が
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
教
育
研
究
環
境
の
整
備
）

第
四
十
条
の
三

大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
必
要
な
経
費
の
確
保
等
に
よ
り
、
教
育
研
究
に
ふ
さ
わ
し

い
環
境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
大
学
等
の
名
称
）

第
四
十
条
の
四

大
学
、
学
部
及
び
学
科
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い

う
。
）
の
名
称
は
、
大
学
等
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
と
も
に
、
当

該
大
学
等
の
教
育
研
究
上
の
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
。

第
九
章

事
務
組
織
等

（
事
務
組
織
）

第
四
十
一
条

大
学
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
専
任
の
職

員
を
置
く
適
当
な
事
務
組
織
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
厚
生
補
導
の
組
織
）

第
四
十
二
条

大
学
は
、
学
生
の
厚
生
補
導
を
行
う
た
め
、
専
任
の

職
員
を
置
く
適
当
な
組
織
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
社
会
的
及
び
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
培
う

た
め
の
体
制
）

第
四
十
二
条
の
二

大
学
は
、
当
該
大
学
及
び
学
部
等
の
教
育
上
の

目
的
に
応
じ
、
学
生
が
卒
業
後
自
ら
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
社
会

的
及
び
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
、
教
育
課
程

の
実
施
及
び
厚
生
補
導
を
通
じ
て
培
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
大

学
内
の
組
織
間
の
有
機
的
な
連
携
を
図
り
、
適
切
な
体
制
を
整
え

る
も
の
と
す
る
。

第
十
章

共
同
教
育
課
程
に
関
す
る
特
例

（
共
同
教
育
課
程
の
編
成
）

第
四
十
三
条

二
以
上
の
大
学
は
、
そ
の
大
学
、
学
部
及
び
学
科
の

教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
二

以
上
の
大
学
の
う
ち
一
の
大
学
が
開
設
す
る
授
業
科
目
を
、
当
該

二
以
上
の
大
学
の
う
ち
他
の
大
学
の
教
育
課
程
の
一
部
と
み
な
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
ご
と
に
同
一
内
容
の
教
育
課
程
（
通
信
教

育
に
係
る
も
の
及
び
大
学
が
外
国
に
設
け
る
学
部
、
学
科
そ
の
他

の
組
織
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
す

る
単
位
を
当
該
学
科
に
係
る
卒
業
の
要
件
と
し
て
修
得
す
べ
き
単

位
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
修
得
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
共

同
教
育
課
程
」
と
い
う
。
）
を
編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
大
学
（
以
下
「
構
成
大
学
」
と

い
う
。
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る
主
要
授
業

科
目
の
一
部
を
必
修
科
目
と
し
て
自
ら
開
設
す
る
も
の
と
す
る
。

２

大
学
は
、
共
同
教
育
課
程
（
大
学
院
の
課
程
に
係
る
も
の
を
含

む
。
）
の
み
を
編
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３

構
成
大
学
は
、
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
し
、
及
び
実
施
す

る
た
め
の
協
議
の
場
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

（
共
同
教
育
課
程
に
係
る
単
位
の
認
定
）

第
四
十
四
条

構
成
大
学
は
、
学
生
が
当
該
構
成
大
学
の
う
ち
一
の

大
学
に
お
い
て
履
修
し
た
共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目
に
つ

い
て
修
得
し
た
単
位
（
第
三
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
よ
り
授

業
時
間
の
履
修
を
も
つ
て
代
え
る
も
の
を
含
む
。
）
を
、
当
該
構

成
大
学
の
う
ち
他
の
大
学
に
お
け
る
当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る

授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
み
な
す
も

の
と
す
る
。

（
共
同
学
科
に
係
る
卒
業
の
要
件
）

第
四
十
五
条

共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
（
以
下
「
共
同
学

科
」
と
い
う
。
）
に
係
る
卒
業
の
要
件
は
、
第
三
十
二
条
第
一

項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
に
お
い
て
当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目
の
履
修
に

よ
り
三
十
一
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
共
同

学
科
に
係
る
卒
業
の
要
件
は
、
第
三
十
二
条
第
二
項
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
お
い
て
当
該
共
同
教
育
課
程
に

係
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
三
十
二
単
位
（
同
項
た
だ
し
書
に

よ
り
授
業
時
間
の
履
修
を
も
つ
て
代
え
る
も
の
を
含
む
。
）
以
上

を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
お
い
て
当
該
共
同

教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
に

は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な

し
、
若
し
く
は
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
又
は
み
な
す
も
の
と
す
る

単
位
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
共
同
学
科
に
係
る
専
任
教
員
数
）

第
四
十
六
条

共
同
学
科
に
係
る
専
任
教
員
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て

一
の
学
部
と
み
な
し
て
、
そ
の
種
類
及
び
規
模
に
応
じ
別
表
第
一

イ
の
表
の
中
欄
又
は
ロ
の
表
を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
教
授
等
の
数

（
次
項
に
お
い
て
「
全
体
専
任
教
員
数
」
と
い
う
。
）
を
こ
れ
ら

の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に
応
じ
て
按
分
し
た
数
（
そ
の

数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
大
学
別
専
任
教
員
数
」
と
い
う
。
）
以

上
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係

る
大
学
別
専
任
教
員
数
の
合
計
が
全
体
専
任
教
員
数
に
満
た
な
い

と
き
は
、
そ
の
不
足
す
る
数
の
専
任
教
員
を
い
ず
れ
か
の
大
学
の

当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
置
く
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科

に
係
る
大
学
別
専
任
教
員
数
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
学
科
に

不
足
す
る
数
の
専
任
教
員
を
置
く
と
き
は
、
当
該
専
任
教
員
の
数

を
加
え
た
数
）
が
、
当
該
学
科
の
種
類
に
応
じ
、
別
表
第
一
イ
の

表
の
下
欄
（
保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学
関
係
）
に
あ
つ
て
は
、

中
欄
）
に
定
め
る
専
任
教
員
の
数
の
八
割
に
相
当
す
る
数
又
は
別

表
第
一
ロ
の
表
の
収
容
定
員
三
六
〇
人
ま
で
の
場
合
の
専
任
教
員

数
の
欄
の
数
（
以
下
こ
れ
ら
を
こ
の
項
に
お
い
て
「
最
小
大
学
別

専
任
教
員
数
」
と
い
う
。
）
に
満
た
な
い
と
き
は
、
前
二
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
学
科
に
係
る
専
任
教
員
の
数
は
、
最
小

大
学
別
専
任
教
員
数
以
上
と
す
る
。
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（
共
同
学
科
に
係
る
校
地
の
面
積
）

第
四
十
七
条

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
同

学
科
に
係
る
校
地
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
置

く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
校
地
の
面
積
を

合
計
し
た
面
積
が
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
を
合
計
し
た

数
に
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
面
積
を
超
え
、
か
つ
、
教

育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
ご
と
に
当
該
学
科
に
係
る
収
容
定
員
上
の
学
生
一
人
当
た
り

十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
算
定
し
た
面
積
を
有
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
。

（
共
同
学
科
に
係
る
校
舎
の
面
積
）

第
四
十
八
条

共
同
学
科
に
係
る
校
舎
の
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
を
合
わ
せ
て
一

の
学
部
と
み
な
し
て
そ
の
種
類
に
応
じ
別
表
第
三
イ
又
は
ロ
の
表

を
適
用
し
て
得
ら
れ
る
面
積
（
次
項
に
お
い
て
「
全
体
校
舎
面

積
」
と
い
う
。
）
を
こ
れ
ら
の
学
科
に
係
る
収
容
定
員
の
割
合
に

応
じ
て
按
分
し
た
面
積
（
次
項
に
お
い
て
「
大
学
別
校
舎
面
積
」

と
い
う
。
）
以
上
と
す
る
。

２

第
三
十
七
条
の
二
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
学

科
に
係
る
校
舎
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
置
く

当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
学
科
に
係
る
校
舎
の
面
積
を
合

計
し
た
面
積
が
全
体
校
舎
面
積
を
超
え
、
か
つ
、
教
育
研
究
に
支

障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
ご
と
に

大
学
別
校
舎
面
積
を
有
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
共
同
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
）

第
四
十
九
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
十
四
条
か
ら

第
三
十
六
条
ま
で
及
び
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
条
ま
で
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
共
同
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
置
く
当
該
共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る

学
科
を
合
わ
せ
て
一
の
学
部
又
は
学
科
と
み
な
し
て
そ
の
種
類
、

教
員
数
及
び
学
生
数
に
応
じ
て
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
備
え
、

か
つ
、
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
ご
と
に
当
該
学
科
に
係
る
施
設
及
び
設
備
を
備
え

る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
十
一
章

雑
則

（
外
国
に
設
け
る
組
織
）

第
五
十
条

大
学
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
外
国
に
学
部
、
学
科
そ
の
他
の
組
織
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
学
校
教
育
法
第
百
三
条
に
定
め
る
大
学
に
つ
い
て
の
適
用
除

外
）

第
五
十
一
条

第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
第
四
項

及
び
第
五
項
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
七
条
の
二
、
第
四
十
七

条
、
第
四
十
八
条
並
び
に
第
四
十
九
条
（
第
三
十
四
条
、
第
三
十

五
条
並
び
に
第
三
十
六
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
係
る
施

設
及
び
設
備
に
つ
い
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、

学
校
教
育
法
第
百
三
条
に
定
め
る
大
学
に
は
適
用
し
な
い
。

（
そ
の
他
の
基
準
）

第
五
十
二
条

大
学
院
そ
の
他
に
関
す
る
基
準
は
、
別
に
定
め
る
。

（
段
階
的
整
備
）

第
五
十
三
条

新
た
に
大
学
等
を
設
置
し
、
又
は
薬
学
を
履
修
す
る

課
程
の
修
業
年
限
を
変
更
す
る
場
合
の
教
員
組
織
、
校
舎
等
の
施

設
及
び
設
備
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
段
階

的
に
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
学
に
在
職
す

る
教
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
教
員
が
現
に
在
職
す
る
教
員
の
職
に

在
る
限
り
、
こ
の
省
令
の
教
員
の
資
格
に
関
す
る
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。

３

こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
学
の
組
織
、

編
制
、
施
設
及
び
設
備
で
こ
の
省
令
施
行
の
日
前
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
ま
で
の
間
に
期
間
（
昭
和

六
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
間
の
年
度
間
に
限

る
。
）
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
大
学
（
次
項
に
お
い
て

「
期
間
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
大
学
」
と
い
う
。
）
の

専
任
教
員
数
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
、

当
該
入
学
定
員
の
増
加
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
る
専
任
教
員
数
が
増

加
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
専
任

教
員
数
は
、
教
育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
兼
任
の
教
員

を
も
つ
て
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

５

期
間
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
大
学
の
校
地
の
面
積
の

算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
入
学
定
員
の
増
加
は
な
い
も
の
と
み
な

し
て
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
に
期
間
（
平
成
十
一
年
度
を
終
期
と
す

る
も
の
に
限
る
。
）
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
又
は
設
定
し
た

大
学
で
あ
っ
て
、
当
該
期
間
の
経
過
後
引
き
続
き
、
当
該
入
学
定

員
の
範
囲
内
で
期
間
（
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
六
年
度
ま
で

の
間
の
年
度
間
に
限
る
。
）
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
も

の
の
専
任
教
員
数
及
び
校
地
の
面
積
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
二

項
の
例
に
よ
る
。

７

平
成
二
十
二
年
度
以
降
に
期
間
（
平
成
三
十
六
年
度
ま
で
の
間

の
年
度
間
に
限
る
。
）
を
付
し
て
医
学
に
関
す
る
学
部
の
学
科
に

係
る
収
容
定
員
を
、
七
百
二
十
人
を
超
え
て
、
地
域
医
療
再
生
臨

時
特
例
交
付
金
の
申
請
に
際
し
て
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
医

療
の
再
生
に
関
す
る
計
画
に
記
載
さ
れ
た
大
学
の
入
学
定
員
及
び

編
入
学
定
員
の
増
加
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
収
容
定
員
の
増
加
の
み

に
よ
り
七
百
五
十
人
ま
で
の
範
囲
で
増
加
す
る
大
学
（
次
項
及
び

第
九
項
に
お
い
て
「
医
学
部
の
収
容
定
員
を
七
百
二
十
人
を
超
え

て
増
加
す
る
大
学
」
と
い
う
。
）
の
専
任
教
員
数
の
算
定
に
つ
い

て
は
、
別
表
第
一
ロ
に
定
め
る
医
学
関
係
の
専
任
教
員
数
は
、
百

五
十
人
と
し
、
か
つ
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
に
適

合
す
る
こ
と
と
し
て
、
第
十
三
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

８

医
学
部
の
収
容
定
員
を
七
百
二
十
人
を
超
え
て
増
加
す
る
大
学

の
校
地
の
面
積
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
大
学
の
医
学
に
関
す

る
学
部
の
学
科
に
お
け
る
七
百
二
十
人
を
超
え
る
部
分
の
収
容
定

員
の
増
加
は
な
い
も
の
と
み
な
し
て
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定

を
適
用
す
る
。

９

医
学
部
の
収
容
定
員
を
七
百
二
十
人
を
超
え
て
増
加
す
る
大
学

の
校
舎
の
面
積
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
三
ロ
に
定
め
る
医

学
関
係
の
校
舎
の
面
積
を
別
表
第
三
ロ
に
定
め
る
収
容
定
員
七
百

二
十
人
ま
で
の
場
合
の
医
学
関
係
の
校
舎
の
面
積
に
七
百
二
十
人

を
超
え
る
収
容
定
員
に
応
じ
て
六
人
に
つ
き
七
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
の
割
合
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
面
積
を
増
加
し
た
面
積
と
し
、
及

び
別
表
第
三
ロ
に
定
め
る
医
学
関
係
の
附
属
病
院
の
面
積
を
別
表

第
三
ロ
に
定
め
る
収
容
定
員
七
百
二
十
人
ま
で
の
場
合
の
医
学
関

係
の
附
属
病
院
の
面
積
に
七
百
二
十
人
を
超
え
る
収
容
定
員
に
応

じ
て
六
人
に
つ
き
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
割
合
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
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面
積
を
増
加
し
た
面
積
と
し
て
、
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
を
適

用
す
る
。

附

則
（
昭
和
三
七
・
四
・
一
八
文
部
省
令
二
一
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
四
〇
・
三
・
六
文
部
省
令
七
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
四
一
・
七
・
一
文
部
省
令
三
七
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

附

則
（
昭
和
四
三
・
四
・
一
文
部
省
令
七
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
四
五
・
八
・
三
一
文
部
省
令
二
一
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
四
七
・
三
・
一
八
文
部
省
令
五
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
四
八
・
一
一
・
二
八
文
部
省
令
二
九
）
抄

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
五
〇
・
四
・
二
八
文
部
省
令
二
一
）
抄

１

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
五
〇
・
一
二
・
二
五
文
部
省
令
四
〇
）

１

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
医
学
又
は
歯
学

の
学
部
を
置
く
大
学
の
組
織
、
編
制
、
施
設
及
び
設
備
で
こ
の
省

令
施
行
の
日
前
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則
（
昭
和
五
六
・
一
・
一
七
文
部
省
令
二
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
五
七
・
三
・
二
三
文
部
省
令
一
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
五
八
・
六
・
二
四
文
部
省
令
二
三
）

１

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

昭
和
五
十
九
年
度
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
公
立
の
大
学
、
公
立

の
大
学
の
学
部
及
び
私
立
の
大
学
の
学
部
の
学
科
の
設
置
の
認
可

の
申
請
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
行
お
う
と
す
る
私
立
の
大
学
の
収

容
定
員
の
変
更
に
係
る
学
則
の
変
更
の
認
可
の
申
請
並
び
に
昭
和

六
十
年
度
に
開
設
し
よ
う
と
す
る
私
立
の
大
学
及
び
私
立
の
大
学

の
学
部
の
設
置
の
認
可
の
申
請
に
係
る
審
査
に
当
た
つ
て
は
、
こ

の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
大
学
設
置
基
準
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

も
の
と
す
る
。

３

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律

第
五
十
五
号
）
附
則
第
二
項
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
係
る
卒

業
の
要
件
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
大
学
設
置
基
準
第
三

十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附

則
（
昭
和
五
八
・
九
・
一
文
部
省
令
二
四
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
五
九
・
八
・
一
三
文
部
省
令
四
六
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
六
〇
・
二
・
五
・
文
部
省
令
一
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
六
〇
・
九
・
四
文
部
省
令
二
六
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
元
・
九
・
一
文
部
省
令
三
四
）
抄

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
三
・
六
・
三
文
部
省
令
二
四
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
大
学
に
お
け
る

体
育
館
の
設
置
に
係
る
改
正
後
の
第
三
十
六
条
第
五
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。

附

則
（
平
成
九
・
六
・
五
文
部
省
令
二
七
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
六
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
〇
・
三
・
三
一
文
部
省
令
一
一
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
一
・
三
・
三
一
文
部
省
令
一
九
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
一
・
九
・
一
四
文
部
省
令
四
〇
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
二
年
度
を
開
設
年
度
と
す
る
大
学
、
学
部
及
び
学
科
の

設
置
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則
（
平
成
一
二
・
一
〇
・
三
一
・
文
部
省
令
五
三
）
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
三
・
三
・
三
〇
文
部
科
学
省
令
四
四
）
抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
四
・
三
・
二
八
日
文
部
科
学
省
令
九
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
五
・
三
・
三
一
文
部
科
学
省
令
一
五
）
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
六
・
三
・
一
二
文
部
科
学
省
令
八
）
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
六
・
一
二
・
一
三
文
部
科
学
省
令
四
二
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
二
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号

を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
一
号
を

加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
令
第
六
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規

定
、
第
二
条
中
大
学
設
置
基
準
第
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び

同
令
第
四
十
五
条
を
同
令
第
四
十
六
条
と
し
、
同
令
第
四
十
四
条
を

同
令
第
四
十
五
条
と
し
、
同
令
第
四
十
三
条
を
同
令
第
四
十
四
条
と

し
、
同
令
第
十
章
中
同
条
の
前
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
三

条
の
規
定
並
び
に
第
四
条
中
短
期
大
学
設
置
基
準
第
四
条
第
二
項
の

改
正
規
定
及
び
同
令
第
三
十
七
条
を
同
令
第
三
十
八
条
と
し
、
同
令

第
三
十
六
条
を
同
令
第
三
十
七
条
と
し
、
同
令
第
十
章
中
同
条
の
前

に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附

則
（
平
成
一
六
・
一
二
・
一
五
文
部
科
学
省
令
四
三
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
六
十
八
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
に
大
学
に
お
い
て
薬
学
を
履
修

す
る
課
程
に
在
学
し
、
引
き
続
き
当
該
課
程
に
在
学
す
る
者
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二

前
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
大
学
に
在
学
し
、
引
き
続
き
当

該
大
学
に
在
学
す
る
者
で
あ
っ
て
、
施
行
日
以
後
に
薬
学
を
履

修
す
る
課
程
（
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
在
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

附

則
（
平
成
一
八
・
三
・
三
一
文
部
科
学
省
令
一
一
）
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
助
教
授
の
在
職
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
省
令
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
け
る
助
教

授
と
し
て
の
在
職
は
、
准
教
授
と
し
て
の
在
職
と
み
な
す
。

一
・
二

（
略
）

三

大
学
設
置
基
準
第
十
四
条
第
四
号

四

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
第
十
一
条
第
三
号

五

短
期
大
学
設
置
基
準
第
二
十
三
条
第
五
号

附

則
（
平
成
一
九
・
七
・
三
一
文
部
科
学
省
令
二
二
）
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
九
・
一
二
・
二
五
文
部
科
学
省
令
四
○
）

抄こ
の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る

附

則
（
平
成
二
○
・
三
・
一
○
文
部
科
学
省
令
二
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
〇
・
一
一
・
一
三
文
部
科
学
省
令
三
五
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
一
・
一
一
・
一
一
文
部
科
学
省
令
三
四
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
二
・
二
・
二
五
文
部
科
学
省
令
三
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
二
・
六
・
一
五
文
部
科
学
省
令
一
五
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
四
・
五
・
一
○
文
部
科
学
省
令
二
三
）
抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
第
一

学
部
の
種
類
及
び
規
模
に
応
じ
定
め
る
専
任
教
員
数
（
第
十
三
条
関
係
）

イ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
以
外
の
学
部
に
係
る
も
の

二
以
上
の
学
科
で
組
織
す

一
学
科
で
組
織
す
る

る
場
合
の
一
学
科
の
収
容

場
合
の
専
任
教
員
数

学
部
の
種
類

定
員
並
び
に
専
任
教
員
数

専

任

専

任

収
容
定
員

収
容
定
員

教
員
数

教
員
数

文
学
関
係

三
二
〇

六
〇
〇

一
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

六

｜

｜

教
育
学
関
係
・
保
育
学
関
係

三
二
〇

六
〇
〇

一
〇

二
〇
〇

四
〇
〇

六

｜

｜

法
学
関
係

四
〇
〇

八
〇
〇

一
四

四
〇
〇

六
〇
〇

一
〇

｜

｜

経
済
学
関
係

四
〇
〇

八
〇
〇

一
四

四
〇
〇

六
〇
〇

一
〇

｜

｜

社
会
学
・
社
会
福
祉
学
関
係

四
〇
〇

八
〇
〇

一
四

四
〇
〇

六
〇
〇

一
〇

｜

｜

理
学
関
係

二
〇
〇

四
〇
〇

一
四

一
六
〇

三
二
〇

八

｜

｜

工
学
関
係

二
〇
〇

四
〇
〇

一
四

一
六
〇

三
二
〇

八

｜

｜

農
学
関
係

二
〇
〇

四
〇
〇

一
四

一
六
〇

三
二
〇

八

｜

｜

獣
医
学
関
係

三
〇
〇

六
〇
〇

二
八

二
四
〇

四
八
〇

一
六

｜

｜

薬
学
関
係
（
臨
床
に
係
る
実
践

三
〇
〇

六
〇
〇

二
八

二
四
〇

三
六
〇

一
六

｜

｜

的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主

た
る
目
的
と
す
る
も
の
）

薬
学
関
係
（
臨
床
に
係
る
実
践
的

二
〇
〇

四
〇
〇

一
四

一
六
〇

二
四
〇

八

｜

｜

な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
す
る
も
の
を
除
く
。

）

家
政
関
係

二
〇
〇

四
〇
〇

一
〇

一
六
〇

二
四
〇

六

｜

｜

美
術
関
係

二
〇
〇

四
〇
〇

一
〇

一
六
〇

二
四
〇

六

｜

｜

音
楽
関
係

二
〇
〇

四
〇
〇

一
〇

一
六
〇

二
四
〇

六

｜

｜

体
育
関
係

二
〇
〇

四
〇
〇

一
二

一
六
〇

三
二
〇

八

｜

｜

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学

二
〇
〇

四
〇
〇

一
二

｜

｜

｜

関
係
）

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学

二
〇
〇

四
〇
〇

一
四

一
六
〇

三
二
〇

八

｜

｜

関
係
を
除
く
。
）

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
半
数
以
上
は
原
則
と
し
て
教
授
と
す
る
（
別
表
第
二
に
お
い

て
同
じ
。
）
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
に
は
、
第
十
一
条
の
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
を
含
ま
な
い
も

の
と
す
る
（
以
下
ロ
の
表
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

三

収
容
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
満
た
な
い
場
合
の
専
任
教
員
数
は
、
そ
の
二
割
の
範

囲
内
に
お
い
て
兼
任
の
教
員
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

四

収
容
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
る
収
容
定
員
に
応
じ
て

四
〇
〇
人
に
つ
き
教
員
三
人
（
獣
医
学
関
係
又
は
薬
学
関
係
（
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力

を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
）
に
あ
つ
て
は
、
収
容
定
員
六
〇
〇
人
に
つ
き
教

員
六
人
）
の
割
合
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
数
の
教
員
を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
（
ロ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）
。

五

夜
間
学
部
が
こ
れ
と
同
じ
種
類
の
昼
間
学
部
と
同
一
の
施
設
等
を
使
用
す
る
場
合
の
教
員

数
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
三
分
の
一
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
夜
間
学
部
の
収
容

定
員
が
当
該
昼
間
学
部
の
収
容
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
夜
間
学
部
の
教
員
数
は
こ
の
表
に

定
め
る
教
員
数
と
し
、
当
該
昼
間
学
部
の
教
員
数
は
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
三
分
の
一

以
上
と
す
る
（
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

六

昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
場
合
は
、
こ
れ
に
係
る
収
容
定
員
、
履
修
方
法
、
授
業
の
開
設

状
況
等
を
考
慮
し
て
、
教
育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
を

減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

七

二
以
上
の
学
科
で
組
織
す
る
学
部
に
お
け
る
教
員
数
は
、
同
一
分
野
に
属
す
る
二
以
上
の

学
科
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
表
の
下
欄
か
ら
算
出
さ
れ
る
教
員
数
の
合
計
数
と
す
る
。
た
だ

し
、
同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
が
他
に
な
い
場
合
に
は
、
当
該
学
科
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表

の
中
欄
か
ら
算
出
さ
れ
る
教
員
数
と
す
る
。

八

二
以
上
の
学
科
で
組
織
さ
れ
る
学
部
に
獣
医
学
関
係
の
学
科
を
置
く
場
合
に
お
け
る
教
員

数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
が
属
す
る
分
野
の
こ
の
表
の
下
欄
か
ら
算
出
さ
れ
る
教
員
数
の
合

計
数
と
す
る
。

九

薬
学
分
野
に
属
す
る
二
以
上
の
学
科
で
組
織
さ
れ
る
学
部
に
薬
学
関
係
（
臨
床
に
係
る
実

践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
）
の
一
学
科
を
置
く
場
合
に
お
け
る

当
該
一
学
科
に
対
す
る
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
下
欄
中
「
十
六
」
と
あ
る
の
は
、

「
二
十
二
」
と
す
る
。

十

薬
学
関
係
（
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
）
の

学
部
に
係
る
専
任
教
員
の
う
ち
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
薬

剤
師
と
し
て
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
を
含
む
も
の
と
す
る
。

十
一

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
以
外
の
学
部
に
係
る
教
員
数
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
部
に
類
似

す
る
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
養
成
に
関
す
る
学

部
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
の
種
類
に
応
じ
、
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

四
十
七
号
）
及
び
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
六
号
）

に
規
定
す
る
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目
の
所
要
単
位
を
修
得
さ
せ
る
の
に
必
要
な
数
の

教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
ほ
か
、
こ
の
表
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

別
に
定
め
る
。

ロ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
も
の

収
容

収
容
定
員

収
容
定
員

収
容
定
員

収
容
定
員

収
容
定
員

収
容
定
員



- 11 -

定
員

三
六
〇
人

四
八
〇
人

六
〇
〇
人

七
二
〇
人

八
四
〇
人

九
六
〇
人

ま
で
の
場

ま
で
の
場

ま
で
の
場

ま
で
の
場

ま
で
の
場

ま
で
の
場

学
部

合
の
専
任

合
の
専
任

合
の
専
任

合
の
専
任

合
の
専
任

合
の
専
任

の
種
類

教
員
数

教
員
数

教
員
数

教
員
数

教
員
数

教
員
数

医
学
関
係

一
三
〇

一
四
〇

一
四
〇

一
四
〇

｜

｜

歯
学
関
係

七
五

八
五

九
二

九
九

一
〇
六

一
一
三

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
医
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
専
任
教
員
数
の
う
ち
教
授
、
准
教
授
又
は

講
師
の
合
計
数
は
、
六
十
人
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
三
十
人
以
上
は
教
授
と
す
る
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
専
任
教
員
数
の
う
ち
、
教
授
、
准
教
授
又

は
講
師
の
合
計
数
は
、
三
十
六
人
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
十
八
人
以
上
は
教
授
と
す
る
。

三

附
属
病
院
に
お
け
る
教
育
、
研
究
及
び
診
療
に
主
と
し
て
従
事
す
る
相
当
数
の
専
任
教
員

を
別
に
置
く
も
の
と
す
る
。

四

こ
の
表
に
定
め
る
専
任
教
員
数
は
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
の
み
を
置
く
場
合
に

係
る
専
任
教
員
数
と
し
、
そ
の
他
の
学
科
を
置
く
場
合
に
係
る
専
任
教
員
数
に
つ
い
て
は
、

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
に
つ
い
て
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
と
当
該
医
学
又
は
歯
学

に
関
す
る
学
科
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
イ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
合
計
数
と
す
る
。

別
表
第
二

大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応
じ
定
め
る
専
任
教
員
数
（
第
十
三
条
関
係
）

大
学
全
体
の
収
容
定
員

四
〇
〇
人

八
〇
〇
人

専
任
教
員
数

七

一
二

備
考

一

こ
の
表
に
定
め
る
収
容
定
員
は
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
以
外
の
学
部
の
収
容
定
員

を
合
計
し
た
数
と
す
る
。

二

収
容
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
を
超
え
る
場
合
は
、
収
容
定
員
が
四
〇
〇
人
を
超
え
八
〇

〇
人
未
満
の
場
合
に
あ
つ
て
は
収
容
定
員
八
〇
人
に
つ
き
教
員
一
人
の
割
合
に
よ
り
、
収
容
定

員
が
八
〇
〇
人
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
収
容
定
員
四
〇
〇
人
に
つ
き
教
員
三
人
の
割
合
に

よ
り
算
出
さ
れ
る
数
の
教
員
を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

三

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
を
置
く
場
合
（
当
該
学
部
に
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科

の
み
を
置
く
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
学
部
の
収
容
定
員
が
四
八
〇
人
の
場
合
に

あ
つ
て
は
七
人
、
七
二
〇
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
八
人
を
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
加
え
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
学
部
の
収
容
定
員
が
四
八
〇
人
未
満
の
場
合
に
は
、
そ
の
加
え
る
数

を
六
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
を
置
く
場
合
で
当
該
学
部
に
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科

以
外
の
学
科
を
置
く
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
に
つ
い
て
は
前

号
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
教
員
数
と
し
、
当
該
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
以
外
の
学
科
に
つ

い
て
は
そ
の
収
容
定
員
と
他
の
学
部
の
収
容
定
員
の
合
計
数
か
ら
第
一
号
に
よ
り
算
出
さ
れ
る

教
員
数
と
す
る
。

別
表
第
三

学
部
の
種
類
に
応
じ
定
め
る
校
舎
の
面
積
（
第
三
十
七
条
の
二
関
係
）

イ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
以
外
の
学
部
に
係
る
基
準
校
舎
面
積

収
容
定
員

二
〇
〇
人
ま
で
の

場
合
の
面
積
（
平

四
〇
〇
人
ま
で
の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ
ー
ト

八
〇
〇
人
ま
で
の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ
ー
ト

八
〇
一
人
以
上
の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ
ー
ト

学
部
の
種
類

方
メ
ー
ト
ル
）

ル
）

ル
）

ル
）

文
学
関
係

2
,
6
4
4

(
収

容
定
員

－
2
0
0
)
×

6
6
1
÷

2
0
0
＋

2
,
6
4
4

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

1
,
6
5
3
÷

4
0
0
＋

3
,
3
0
5

(
収

容
定
員

－
8
0
0
)
×

1
,
3
2
2
÷

4
0
0
＋

4
,
9
5
8

教
育
学
関
係
・
保
育
学
関
係

2
,
6
4
4

(
収

容
定
員

－
2
0
0
)
×

6
6
1
÷

2
0
0
＋

2
,
6
4
4

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

1
,
6
5
3
÷

4
0
0
＋

3
,
3
0
5

(
収

容
定
員

－
8
0
0
)
×

1
,
3
2
2
÷

4
0
0
＋

4
,
9
5
8

法
学
関
係

2
,
6
4
4

(
収

容
定
員

－
2
0
0
)
×

6
6
1
÷

2
0
0
＋

2
,
6
4
4

(
収
容

定
員

－
4
0
0
)
×

1
,
6
5
3
÷

4
0
0
＋

3
,
3
0
5

(
収

容
定
員

－
8
0
0
)
×

1
,
3
2
2
÷

4
0
0
＋

4
,
9
5
8

経
済
学
関
係

2
,
6
4
4

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

6
6
1
÷

2
0
0
＋

2
,
6
4
4

(
収
容

定
員

－
4
0
0
)
×

1
,
6
5
3
÷

4
0
0
＋

3
,
3
0
5

(
収

容
定

員
－

8
0
0
)
×

1
,
3
2
2
÷

4
0
0
＋

4
,
9
5
8

社
会
学
・
社
会
福
祉
学
関
係

2
,
6
4
4

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

6
6
1
÷

2
0
0
＋

2
,
6
4
4

(
収
容

定
員

－
4
0
0
)
×

1
,
6
5
3
÷

4
0
0
＋

3
,
3
0
5

(
収

容
定

員
－

8
0
0
)
×

1
,
3
2
2
÷

4
0
0
＋

4
,
9
5
8

理
学
関
係

4
,
6
2
8

(収
容
定

員
－

2
0
0
)×

1
,
1
5
7
÷

2
0
0
＋

4
,
6
2
8

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

3
,
1
4
0
÷

4
0
0
＋

5
,
7
8
5

(収
容
定

員
－

8
0
0
)×

3
,
1
4
0
÷

4
0
0
＋

8
,
9
2
5

工
学
関
係

5
,
2
8
9

(収
容
定

員
－

2
0
0
)×

1
,
3
2
2
÷

2
0
0
＋

5
,
2
8
9

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

4
,
6
2
8
÷

4
0
0
＋

6
,
6
1
1

(
収

容
定

員
－

8
0
0
)
×

4
,
6
2
8
÷

4
0
0
＋

1
1
,
2
3
9

農
学
関
係

5
,
0
2
4

(収
容

定
員

－
2
0
0
)×

1
,
2
5
6
÷

2
0
0
＋

5
,
0
2
4

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

4
,
6
2
9
÷

4
0
0
＋

6
,
2
8
0

(
収

容
定

員
－

8
0
0
)
×

4
,
6
2
9
÷

4
0
0
＋

1
0
,
9
0
9

獣
医
学
関
係

5
,
0
2
4

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

1
,
2
5
6
÷

2
0
0
＋

5
,
0
2
4

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

4
,
6
2
9
÷

4
0
0
＋

6
,
2
8
0

(
収

容
定

員
－

8
0
0
)
×

4
,
6
2
9
÷

4
0
0
＋

1
0
,
9
0
9

薬
学
関
係

4
,
6
2
8

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

1
,
1
5
7
÷

2
0
0
＋

4
,
6
2
8

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

1
,
9
8
3
÷

4
0
0
＋

5
,
7
8
5

(収
容

定
員
－

8
0
0
)
×

1
,
9
8
3
÷

4
0
0
＋

7
,
7
6
8

家
政
関
係

3
,
9
6
6

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

9
9
2
÷

2
0
0
＋

3
,
9
6
6

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

1
,
9
8
4
÷

4
0
0
＋

4
,
9
5
8

(
収

容
定

員
－

8
0
0
)
×

1
,
9
8
4
÷

4
0
0
＋

6
,
9
4
2
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美
術
関
係

3
,
8
3
4

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

9
5
9
÷

2
0
0
＋

3
,
8
3
4

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

3
,
1
4
0
÷

4
0
0
＋

4
,
7
9
3

(収
容
定

員
－

8
0
0
)×

3
,
1
4
0
÷

4
0
0
＋

7
,
9
3
3

音
楽
関
係

3
,
4
3
8

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

8
5
9
÷

2
0
0
＋

3
,
4
3
8

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

2
,
9
7
5
÷

4
0
0
＋

4
,
2
9
7

(収
容

定
員

－
8
0
0
)×

2
,
9
7
5
÷

4
0
0
＋

7
,
2
7
2

体
育
関
係

3
,
4
3
8

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

8
5
9
÷

2
0
0
＋

3
,
4
3
8

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

1
,
9
8
3
÷

4
0
0
＋

4
,
2
9
7

(収
容

定
員
－

8
0
0
)
×

1
,
9
8
3
÷

4
0
0
＋

6
,
2
8
0

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学

3
,
9
6
6

(
収

容
定

員
－

2
0
0
)
×

9
9
2
÷

2
0
0
＋

3
,
9
6
6

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

1
,
9
8
4
÷

4
0
0
＋

4
,
9
5
8

(収
容

定
員
－

8
0
0
)
×

1
,
9
8
4
÷

4
0
0
＋

6
,
9
4
2

関
係
）

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学

4
,
6
2
8

(
収

容
定
員

－
2
0
0
)
×

1
,
1
5
7
÷

2
0
0
＋

4
,
6
2
8

(
収

容
定

員
－

4
0
0
)
×

3
,
1
4
0
÷

4
0
0
＋

5
,
7
8
5

(
収

容
定
員

－
8
0
0
)
×

3
,
1
4
0
÷

4
0
0
＋

8
,
9
2
5

関
係
を
除
く
。
）

備
考一

こ
の
表
に
掲
げ
る
面
積
に
は
、
第
三
十
六
条
第
五
項
の
施
設
及
び
第
三
十
九
条
の
附
属
施
設
の
面
積
は
含
ま
な
い
（
ロ
及
び
ハ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

二

夜
間
学
部
（
同
じ
種
類
の
昼
間
学
部
と
同
一
の
施
設
等
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
け
る
面
積
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
（
ハ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。
）
。

三

夜
間
学
部
が
同
じ
種
類
の
昼
間
学
部
と
同
一
の
施
設
等
を
使
用
す
る
場
合
は
、
夜
間
学
部
又
は
昼
間
学
部
の
収
容
定
員
の
い
ず
れ
か
多
い
数
に
よ
り
こ
の
表
に
定
め
る
面
積
と
す
る
（
ハ
の
表
に
お
い
て

同
じ
。
）
。

四

昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
係
る
収
容
定
員
、
履
修
方
法
、
授
業
の
開
設
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
教
育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
表
に
定
め
る
面
積
を
減
ず
る
こ

と
が
で
き
る
（
ハ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

五

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
以
外
の
学
部
に
お
け
る
面
積
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
部
に
類
似
す
る
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

六

こ
の
表
に
定
め
る
面
積
は
、
専
用
部
分
の
面
積
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
大
学
と
他
の
学
校
、
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
学
校
等
」
と
い
う
。
）
が
同
一
の
敷
地
内
又
は
隣

接
地
に
所
在
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
等
の
校
舎
の
専
用
部
分
の
面
積
及
び
共
用
部
分
の
面
積
を
合
算
し
た
面
積
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
等
が
設
置
の
認
可
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
基
準

と
な
る
校
舎
の
面
積
を
合
算
し
た
面
積
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
大
学
の
教
育
研
究
に
支
障
が
な
い
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
表
に
定
め
る
面
積
に
当
該
学
校
等
と
の
共
用
部
分
の
面
積
を
含
め
る

こ
と
が
で
き
る
（
ロ
及
び
ハ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

ロ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
も
の

収
容
定
員

収
容
定
員
三
六
〇
人
ま
で

収
容
定
員
四
八
〇
人
ま
で

収
容
定
員
六
〇
〇
人
ま
で

収
容
定
員
七
二
〇
人
ま
で

収
容
定
員
三
六
〇
人
ま
で

収
容
定
員
三
六
〇
人
ま
で

学
部

の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ

の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ

の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ

の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ

の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ

の
場
合
の
面
積
（
平
方
メ

の
種
類

区
分

ー
ト
ル
）

ー
ト
ル
）

ー
ト
ル
）

ー
ト
ル
）

ー
ト
ル
）

ー
ト
ル
）

医
学
関
係

校

舎

一
二
、
六
五
〇

一
四
、
三
〇
〇

一
六
、
七
五
〇

一
八
、
二
五
〇

｜

｜

附
属
病
院

二
八
、
〇
五
〇

三
一
、
一
〇
〇

三
三
、
一
〇
〇

三
五
、
一
〇
〇

｜

｜

歯
学
関
係

校

舎

八
、
八
五
〇

九
六
、
〇
〇

一
〇
、
三
五
〇

一
一
、
二
〇
〇

一
一
、
九
五
〇

一
三
、
一
〇
〇

附
属
病
院

五
、
七
〇
〇

五
、
八
〇
〇

五
、
九
〇
〇

六
、
〇
〇
〇

六
、
一
〇
〇

六
、
二
〇
〇

備
考

こ
の
表
に
定
め
る
面
積
は
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
の
み
を
置
く
場
合
に
係
る
面
積
と
し
、
そ
の
他
の
学
科
を
置
く
場
合
に
係
る
面
積
に
つ
い
て
は
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
に
つ
い
て

こ
の
表
に
定
め
る
面
積
と
当
該
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
イ
の
表
に
定
め
る
面
積
の
合
計
と
す
る
。

ハ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
以
外
の
学
部
に
係
る
加
算
校
舎
面
積

収
容
定
員

二
〇
〇
人
ま

四
〇
〇
人
ま

六
〇
〇
人
ま

八
〇
〇
人
ま

一
〇
〇
〇
人
ま

一
二
〇
〇
人
ま

一
四
〇
〇
人
ま

一
六
〇
〇
人
ま

一
八
〇
〇
人
ま

二
〇
〇
〇
人
ま

で

の

面

積

で

の

面

積

で

の

面

積

で

の

面

積

で
の
面
積
（
平

で
の
面
積
（
平

で
の
面
積
（
平

で
の
面
積
（
平

で
の
面
積
（
平

で
の
面
積
（
平

学
部
の
種
類

（
平
方
メ
ー

（
平
方
メ
ー

（
平
方
メ
ー

（
平
方
メ
ー

方
メ
ー
ト
ル
）

方
メ
ー
ト
ル
）

方
メ
ー
ト
ル
）

方
メ
ー
ト
ル
）

方
メ
ー
ト
ル
）

方
メ
ー
ト
ル
）

ト
ル
）

ト
ル
）

ト
ル
）

ト
ル
）



- 13 -

文
学
関
係

一
、
七
一
九

二
、
一
四
八

二
、
九
七
五

三
、
八
〇
一

四
、
四
六
二

五
、
一
二
三

五
、
七
八
五

六
、
四
四
六

七
、
一
〇
七

七
、
七
六
八

教
育
学
関
係
・
保
育
学
関
係

一
、
七
一
九

二
、
一
四
八

二
、
九
七
五

三
、
八
〇
一

四
、
四
六
二

五
、
一
二
三

五
、
七
八
五

六
、
四
四
六

七
、
一
〇
七

七
、
七
六
八

法
学
関
係

一
、
七
一
九

二
、
一
四
八

二
、
九
七
五

三
、
八
〇
一

四
、
四
六
二

五
、
一
二
三

五
、
七
八
五

六
、
四
四
六

七
、
一
〇
七

七
、
七
六
八

経
済
学
関
係

一
、
七
一
九

二
、
一
四
八

二
、
九
七
五

三
、
八
〇
一

四
、
四
六
二

五
、
一
二
三

五
、
七
八
五

六
、
四
四
六

七
、
一
〇
七

七
、
七
六
八

社
会
学
・
社
会
福
祉
学
関
係

一
、
七
一
九

二
、
一
四
八

二
、
九
七
五

三
、
八
〇
一

四
、
四
六
二

五
、
一
二
三

五
、
七
八
五

六
、
四
四
六

七
、
一
〇
七

七
、
七
六
八

理
学
関
係

三
、
一
七
三

三
、
九
六
六

五
、
六
一
九

七
、
一
〇
七

八
、
七
六
〇

一
〇
、
一
四
七

一
一
、
七
三
四

一
三
、
二
二
一

一
四
、
七
〇
八

一
六
、
一
九
五

工
学
関
係

三
、
八
三
四

四
、
七
九
三

七
、
一
〇
七

九
、
四
二
一

一
一
、
七
三
五

一
四
、
〇
四
九

一
六
、
三
六
三

一
八
、
六
七
七

二
〇
、
九
九
一

二
三
、
三
〇
五

農
学
関
係

三
、
六
三
六

四
、
六
二
八

六
、
九
四
二

九
、
二
五
八

一
一
、
五
七
〇

一
三
、
八
八
四

一
六
、
一
九
八

一
八
、
五
一
二

二
〇
、
八
二
六

二
三
、
一
四
〇

獣
医
学
関
係

三
、
六
三
六

四
、
六
二
八

六
、
九
四
二

九
、
二
五
八

一
一
、
五
七
〇

一
三
、
八
八
四

一
六
、
一
九
八

一
八
、
五
一
二

二
〇
、
八
二
六

二
三
、
一
四
〇

薬
学
関
係

三
、
三
〇
五

四
、
一
三
二

五
、
一
二
三

六
、
一
一
五

七
、
一
〇
七

八
、
〇
九
九

九
、
〇
九
一

一
〇
、
〇
八
三

一
一
、
〇
七
五

一
二
、
〇
六
七

家
政
関
係

二
、
五
一
二

三
、
一
四
〇

四
、
一
三
二

五
、
一
二
三

六
、
一
一
五

七
、
一
〇
七

八
、
〇
九
九

九
、
〇
九
一

一
〇
、
〇
八
三

一
一
、
〇
七
五

美
術
関
係

二
、
六
四
四

三
、
三
〇
五

四
、
九
五
八

六
、
六
一
一

八
、
〇
九
九

九
、
五
八
六

一
一
、
〇
七
三

一
二
、
五
六
〇

一
四
、
〇
四
七

一
五
、
五
三
四

音
楽
関
係

二
、
五
一
二

三
、
一
四
〇

四
、
六
二
八

六
、
二
八
〇

七
、
六
〇
三

九
、
〇
九
〇

一
〇
、
五
七
七

一
二
、
〇
六
四

一
三
、
五
五
一

一
五
、
〇
三
八

体
育
関
係

二
、
七
七
六

三
、
四
七
一

四
、
四
六
二

五
、
四
五
四

六
、
四
四
六

七
、
七
六
八

九
、
〇
九
〇

一
〇
、
四
一
二

一
一
、
七
三
四

一
三
、
〇
五
六

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学

二
、
五
一
二

三
、
一
四
〇

四
、
一
三
二

五
、
一
二
三

六
、
一
一
五

七
、
一
〇
七

八
、
〇
九
九

九
、
〇
九
一

一
〇
、
〇
八
三

一
一
、
〇
七
五

関
係
）

保
健
衛
生
学
関
係
（
看
護
学

三
、
一
七
三

三
、
九
六
六

五
、
六
一
九

七
、
一
〇
七

八
、
七
六
〇

一
〇
、
一
四
七

一
一
、
七
三
四

一
三
、
二
二
一

一
四
、
七
〇
八

一
六
、
一
九
五

関
係
を
除
く
。
）

備
考

収
容
定
員
が
二
、
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
場
合
は
、
二
〇
〇
人
を
増
す
ご
と
に
、
こ
の
表
に
定
め
る
二
、
〇
〇
〇
人
ま
で
の
面
積
か
ら
一
、
八
〇
〇
人
ま
で
の
面
積
を
減
じ
て
算
出
さ
れ
る
数
を
加
算
す
る

も
の
と
す
る
。



1

社会的ニーズ及び学生確保の見通しに関する審査の現状について

１．法令上の規定等

(1) 現状では、「社会的ニーズ」について審査を行うとする直接の規定
はない。

「大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可
の基準」（文部科学省告示）により、学校教育法その他の法令に適
合することが求められていることから、大学設置分科会において、
学校教育法に規定する大学の目的に照らして審査が行われている。

◆学校教育法
（目的）

第八十三条 大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、
深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開さ
せることを目的とする。

２ 大学は、その目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広
く社会に提供することにより、社会の発展に寄与するものとする。

(2) 「学生確保の見通し」については、教学面・経営面の双方で重要で
あることから、大学設置分科会、学校法人分科会の両分科会で審査
を行っている。

特に大学新設等の際には学生確保の成否が学校法人の経営に重大
な影響を与えるため、私立学校法にいう「経営に必要な財産」、「学
校法人の寄附行為及び寄附行為の変更の認可に関する審査基準」（文
部科学省告示）にいう「経常経費の財源」の観点から、学校法人分
科会においては、平成22年度開設分の審査からマーケティング等の
専門委員を置き、財務計画を確認する観点から審査を行っている。

◆私立学校法
第二十五条 学校法人は、その設置する私立学校に必要な施設及び設備

又はこれらに要する資金並びにその設置する私立学校の経営に必要な
財産を有しなければならない。

◆学校法人の寄附行為及び寄附行為の変更の認可に関する審査基準(文部
科学省告示）
第一の二の(三)

開設年度から完成年度までの各年度の経常経費の財源は、原則として、
学生納付金、寄附金、資産運用収入その他確実な計画による資金をもっ
て充てるものとし、借入金を充てるものでないこと。

２．審議会における審査

(1) 「社会的ニーズ」に関連する内容としては、実際には主に次のよう
な点について、根拠となるデータ等に基づき説明がなされているか
どうかを審査しており、追加の説明やデータの提出を求めることも
ある。自治体等からの要望書等が添付される場合もある。

・養成する人材像及びそれに対する社会的人材需要
・（短期大学や専門学校等からの改組の場合）養成人材像につい

ての改組前後の相違点
・想定される卒業後の具体的な進路等

 資 料 ８ 
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(2) 「学生確保の見通し」については、

(ｱ) 次の資料の提出を求めている。
①学生確保に関する見通し（大学新設の場合は、第三者による学生

確保の見通しの調査結果を含む。）
②学生確保に向けた取組状況

(ｲ) 専門委員による審査は次のように行っている。
①対 象：・大学（短大、大学院大学を含む。）の新設

・学部（短大は学科）の新設（平成25年度開設分から）
②審査体制：専門委員２名＋分科会委員１名
③審査内容：学生確保に関する計画の確実性について審査を行い、

分科会に対して意見を述べる。分科会は専門委員の意
見を参考に審査を行い、その結果、必要と判断した場
合は申請者に対して学生確保に関する意見（定員確保
に向けた実効性のある取組を求める等）を通知する。

④審査スケジュール：
６月 専門委員による審査①
６月 学校法人分科会へ報告、申請者への意見通知
７月 申請者からの回答
７月 面接審査会
８月 専門委員による審査②

（８月 学校法人分科会へ報告、申請者への意見通知
９月 実地調査

〈参考〉平成15年の規制緩和における変更点

(1) 従前は、大学の新設については、以下に例示するような必要性がある
場合を除き、基本的に抑制する方針がとられていた。（「平成十二年度
以降の大学設置に関する審査の取扱い方針」(審議会内規））
平成15年に内規が廃止され、医師、歯科医師の養成などを除き、抑制

方針が撤廃された。

（例）・看護職員の養成に関するもの及び情報、社会福祉、医療技術、
先端科学技術など特別の人材養成に係るもので、我が国全体と
して特に必要と認められるもの。

・申請大学が立地する地域における収容力が社会的要請に比して
著しく低く、当該地域に設置することが必要と認められるもの。

(2) 従前は、「大学設置審査基準要項」（大学設置分科会における審査基
準として定められた審議会内規）において、次のように「学生確保の
見通し」に関する基準が置かれていたが、平成15年に廃止された。

○大学設置審査基準要項（大学設置分科会長決定）（抜粋）

十 学生確保
長期的に安定した学生の確保について、十分な見通しが示され

ていること。



平成４～６年度と現在の審査スケジュールの対比

○平成４～６年度の審査スケジュール（１年８か月）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

4/末

申

請

全
体
会
議

構
想
審
査
委
員
会
（面
接
審
査
）

（書
類
審
査
）

構
想
審
査
結
果
の
伝
達

【開設の前々年度】

7/末

追
加
書
類
提
出

専
門
委
員
会

:

教
育
課
程

常
任
委
員
会

（面
接
審
査
）

常
任
委
員
会

（書
類
審
査
）

常
任
委
員
会

留
意
事
項
案

:

判
定
案

通

知

第１次審査

諮

問

全
体
会
議

:

判
定

全
体
会
議

:

判
定

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
【開設の前年度】

6/末

２
次
書
類
提
出

第２次審査

専

門

委
員

会:

教
員
組
織

（実
地
審
査
）

部

会

部

会

留
意
事
項
案

:

判
定
案

常
任
委
員
会

答

申

認

可

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

申

請

3/末 分

科

会

専
門
委
員
会

:

書
類
審
査
（教
員
審
査
）

（全
体
計
画
）

審

査

会

審
査
意
見
伝
達

:

書
類
審
査

6/末

補
正
申
請
書
提
出

専
門
委
員
会:

書
類
審
査
（教
員
審
査
）

（第
一
次
専
門
審
査
）

審

査

会

:

書
類
審
査

審
査
意
見
伝
達

審

査

会

:

実
地
審
査

補
正
申
請
書
提
出

9/中 専
門
委
員
会

:

書
類
審
査

（教
員
審
査
）

（第
二
次
専
門
審
査
）

審

査

会

:

判
定
案

運
営
委
員
会

:

判
定
案
調
整

分
科
会

○現在の審査スケジュール（７か月）

10/末

認

可

答

申

:

判
定

必要に応じ、面接審査を実施

必
要
に
応
じ
判
定
保
留
と
し
審
査
を
継
続

申
請
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
場
合
等
は
「
警
告
」
を
付
す

申
請
内
容
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
場
合
等
は
「
警
告
」
を
付
す

:

調
整

２月 ３月 ４月 ５月

○平成４～６年度の審査では、

・審査の初期段階で、面接審査を実施。

・開設前々年度に第１次審査（構想審査（設置の趣旨や必要性、教育課
程等に関する基本的な構想の審査）を含む、全体計画の審査）、 開設
前年度に第２次審査（教員組織中心の審査）を実施。

・第１次審査において設置が認められない判定となった場合、第２次審
査は行われない。

○大学が社会の変化や学術の進展等に迅速に対応できるようにするとと
もに、審査の簡素化、申請者の負担軽減の観点から、段階的に審査期間
を短縮

【参考】審査期間の変遷
・平成４～６年度審査：１年８か月
・平成７～12年度審査：１年３か月
・平成13～14年度審査： ８か月
・平成15～19年度審査： ７か月（４月末申請、11月末認可）
・平成20年度審査以降： ７か月（３月末申請、10月末認可）

全体計画の審査 教員組織中心の審査

諮

問

大学設置分科会（設置認可関係）
資 料 ９
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○平成４～６年度の審査スケジュール（１年８か月）

４月 ５月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

4/末

申

請

審

査

会

（面
接
審
査
）

（書
類
審
査
）

審
査
結
果
の
報
告

【開設の前々年度】

7/末

追
加
書
類
提
出

（面
接
審
査
）

通

知

第１次審査

諮

問

分

科

会

:

判
定

分

科

会

:

判
定

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
【開設の前年度】

6/末

２
次
書
類
提
出

第２次審査

（実
地
審
査
）

答

申

認

可

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

申

請

3/末 分

科

会

学
生
確
保
に
関
す
る
審
査

審
査
意
見
伝
達

6/末

追
加
書
類
提
出

面
接
審
査

審
査
意
見
伝
達

意
見
に
対
す
る
回
答
提
出

実
地
審
査

分

科

会

○現在の審査スケジュール（７か月）

10/末

認

可

答

申

:

判
定

必
要
に
応
じ
判
定
保
留
と
し
審
査
を
継
続

２月 ３月 ４月 ５月

○平成４～６年度の審査では、
・開設前々年度に第１次審査を実施。
・開設前年度の第２次審査において、第１次審査時の留意事項等の履
行状況、設置計画の進捗状況等について審査。

・第１次審査において設置が認められない判定となった場合、第２次審
査は行われない。

○大学が社会の変化や学術の進展等に迅速に対応できるようにするとと
もに、審査の簡素化、申請者の負担軽減の観点から、段階的に審査期間
を短縮

①設置計画の適切性
②自己資金の保有状況、財務・経営状況
③既設校の定員の充足状況
④管理運営の適切性 等について審査

①第１次審査時の留意事項及び指示事項の履行状況
②設置計画の進捗状況
③開設前前々年度の財務状況 等について審査

諮

問

審
査
結
果
の
伝
達

６月

【参考】審査期間の変遷（大学設置分科会と同様）
・平成４～６年度審査：１年８か月
・平成７～12年度審査：１年３か月
・平成13～14年度審査： ８か月
・平成15～19年度審査： ７か月（４月末申請、11月末認可）
・平成20年度審査以降： ７か月（３月末申請、10月末認可）

学校法人分科会（寄附行為関係）

２



私立大学の学校数及び在学者数の規模別構成比率（平成24年5月1日現在）私立大学の学校数及び在学者数の規模別構成比率（平成24年5月1日現在）

在学者数が5千人
以上1万人未満の

私立大学
66校(11.4%)

在学者数が1万人
以上の私立大学

39校(6.8%)

私立大学の学校数（577校）

※ 日本私立学校振興・共済事業団のデータにより文部科学省が集計。
※ 学生募集停止中の大学、大学院のみを設置する大学及び通信制課程のみを設置する大学は含まない。

※ 日本私立学校振興・共済事業団のデータにより文部科学省が集計。
※ 学生募集停止中の大学、大学院のみを設置する大学及び通信制課程のみを設置する大学は含まない。

私立大学の在学者数（1,984,483人）

在学者数が１万人以上の私立大学（３９校）は、学校数では全体の約７％であるが、在学者数
では全体の約４０％を占めている。

在学者数が1千人
以上5千人未満の

私立大学
264校(45.8%)

在学者数が1千人
未満の私立大学
208校(36.0%)

在学者数が1万人
以上の私立大学
39校(39.9%)

在学者数が5千人
以上1万人未満の

私立大学
66校(23.2%)

在学者数が1千人
以上5千人未満の

私立大学
264校(30.9%)

在学者数が1千人
未満の私立大学
208校(6.0%)

1
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私立大学の学校数及び在学者数の規模別構成比率の推移（平成15年度以降）私立大学の学校数及び在学者数の規模別構成比率の推移（平成15年度以降）

29.6 31.9 36.0

50.3 49.5 45.8

12.4 11.4 11.4

7.6 7.3 6.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

15年度 20年度 24年度

在学者数1千人未満の私立大学 在学者数1千人以上5千人未満の私立大学 在学者数5千人以上1万人未満の私立大学 在学者数1万人以上の私立大学

私立大学の学校数の規模別構成比率

4.5 4.9 6.0

31.2 31.4 30.9

22.6 21.6 23.2

41.8 42.1 39.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

15年度 20年度 24年度

在学者数1千人未満の私立大学 在学者数1千人以上5千人未満の私立大学 在学者数5千人以上1万人未満の私立大学 在学者数1万人以上の私立大学

私立大学の在学者数の規模別構成比率

2



大学・短期大学の入学定員数等の推移（都市部とそれ以外との比較）大学・短期大学の入学定員数等の推移（都市部とそれ以外との比較）

＜備考＞
[都市部] 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、

兵庫県の7都府県
[都市部以外] 上記7都府県以外の40道県

＜備考＞
[都市部] 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、京都府、大阪府、

兵庫県の7都府県
[都市部以外] 上記7都府県以外の40道県

18歳人口に占める大学・短期大学の入学定員の割合の推移をみると、都市部（60～80％台）と都市
部以外（30％台）とで大きな差がある。

36 36 37

30
29 29

31.8
37.5 38.5

45.0

53.1 54.7

68.8

80.6 81.5

0

10

20

30

40

50

平成15年度 平成20年度 平成24年度

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

大学等の入学定員（都市部：7都府県） 大学等の入学定員（都市部以外：40道県）

18歳人口に占める入学定員の割合（都市部：7都府県） 18歳人口に占める入学定員の割合（都市部以外：40道県）

18歳人口に占める入学定員の割合（全国平均）

（単位：万人） （単位：％）

＜出典＞
○18歳人口は、文部科学省の学校基本調査。
○入学定員は、国公立は「全国大学一覧」及び「全国短期大学一覧」、
私立は「日本私立学校振興・共済事業団」のデータ。
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